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員業

役の就

も
エオ

道 公 報 号外第

会切
事適

理が
営

ウ

号

平
成
十
三
年
十

い
て

し
記

登
を

の項

し、収理。

就れ成がい

規な会、作益事

業ば毎

し業重

則ら計常成事の

適を

が等

酬則
をな年に

いて

なし

で成

切作

理役給寄と理常

な支こ

。事員し附と事時

い
会報て行し長

の酬い為てに人

あい得予理

あ事るなを

つら議て算事

る理に。

、総いか事いの会

が事

、で

議数てじにる議、

運
の

会の
員も

議い
評な

監こい基予金

選のて本

者事こな本算の

任理両
とのが数い財や取

し事
い評選評年。産決崩

て
月
二
日

火

に 曜

員こ事

職、理

日

事ての任

外者数

以の定

成が終務い種、

作い度

いを産

し、了所な類資

成２備。登総

、作後に
置しの

働し月え記額

労

更

準い内かて変

基て以
い、けなを

監なにない

ば。記

署。財れい登

督

でい対以
届目なし

に産

事関。はるし上

議にる
常、額教

録す非が高の

報員

理規勤支な職

にる

がが員し酬を

事定役給
報い支用

自なにてを使

しる

押に酬る給す

署い

合

しか支て場

印もを。

、めつ。決評

てか給い

員

を過過評いを議

決の

員、計会

得半半議て会

いでを会理年の

て数数

会開催

な決欠の事度開

なた意が始を

いしい同
定に面

け状を決後書

。

通

ばでなし行で

れ態得

決れ後て知

な可けたっ

に

る議任議、を算し

ら

三借つ

。員手員理第、

き兼会者入い

と続を事

、は

同にね、の金て

が

い議め基、

時誤て評た

事

任がる員の本理

にり

を保産会

期あ。会担財
負議

れ。一にのの

切る

をは

なもし担決

と度供

職員で

を議人

者評６

の

も

出のに

選出る

員選あ
しわ

議とか

評事か

の理

録らて

しいず

とてら

員

キ

け作いな

なをない

出

退て基なそ

いしで

オカ

らな。は

いわしるに
も

な
ウエ

。、

いずい、

な て

なしばにいし

部い減

いら意。い

いてな同る

る開て付事

事で
切
イ

議 合しる基で

場催い、項

項経を いど てア れ
さ

。

ら人

さ。７

、る、

る １

処校月

計学４

会準年

も他

の職い本いの 理法

引も取

与いのの

給な金
切

計適

をが

金い

当の扱

上

な経と第資ら

わこ在な
とい借

け理と３産な貸

別の償

門も価
れ規し号

って

行っ

を行

理を

経却

載て固

に記っ

いな

てい

以いしい定

業ら計２つ

いの上てなな資

収なと

取
のの
入も
収い
業な

入

適
が
い

扱
勘支支を一
益会

附定出中を行収般

定 が理制

帯科に科明っ

給い 部、て 一程し 、規
程も の目規い 次与な に

な
うなの よ

会程給ま給退 切規支 適

が人日

計が与たし職 を
令

で計省

切会部

適の文

い理第

な処
に

、
は下
て以

い。
つ号

照

ば程て基しが対

私会

金、実表

な等い本て、

なおがを第在の

らにる

号産産

いい、設３資資

退上る基がの

がて計け

いに

行職し場本な部

、

い、引。お

っ給て合金
資て

い引なこ当い

て与

い金。に産、

な当いれ

が合のはけい産

ばう

小、併学、れ。の

示を人なち

科こ表校法

価

）しを設部ら減

目う

すとい償

収た行置門な

事扱てる各が却

益取っ

校こ産

業いい場学、資

行。、部うは

収をる合
とた減

とわ資門し、

入

目つ目確て事計
しず金

繰

育はい又にい業に

教

い、り

事、てはすなは

科必。特入

業収も小る

他は事目要別れ

や入、

団業）が会る

ると合

体大収をあ計場

目に定がしに

か科入設

整、

の）対し、ては

ら
業し事う理

受事応、こ

託

い支 く処な規、て金 欠

や与る給 事内理い程給

が予ま旅規。規 例やま
計規はが あ算会費程程

るい た成処程あな っ編

の

基をなも。 。の理が
てま規

事っまの

本行い

学基
立計

をい支定 容項

成う
助い
興と

振」
校準

学に
や）

法。

四

法づ
校基

（
四人き

四

当な産

。を相が資 会処

て

するれし

上すけと

計 償

なに収を取価

る実ば

一内分い却

け、支区扱
て行行

ば般訳しをを

れ

事収た業しし大
な会表

取収目

業入支ごた、科

し項の扱益）

にと出と

給外

る、目収いを事

係 当

るて手

め。しの

定る
。

理るを

経い

）

こ
準る

基す
計理

和と
昭と



区補 表

分助 ３

平 金 》

総成 私

額十 立

三 専

年 修

十 学

北 海

最助まる

補運な補あ

ア
費て近率た。

助私営っ

調

的専のい５は、

目立

。間３査

が修補る年表

抽学助

道 公 報

３

法理理題

改ク導経管問

の強人規運点

善法」を

運 見作め会程営》

人 意

の制補

営 》成る計の費

北と合定助

がやこ

号外第 号

千月 校年円二 等）］ 度

日

理
管

７ 運

年 営

度 費

火 補
助

曜 金８ 交年

日 付度

状

度補と象

象校制のの対
り人

で振を助お法

的の
果を設総でに

効興創金

、、るる

が図し額あ係

徒徒

握た平生。生

把る

１１

しめ成

づ、
いは度当当

ら道年人人

専。理な制

法

、またた

連、会の

等各化ど度

令
通正基り

基を適計あ

に
たはにに きじ化準方

づ
事経っい 適理、則つ 、

行研の会 に長営たて 正
れの全処 わ修健計

い明系、の

ずでがし算

、事る確列多根

理に理

が

長運長がでの額拠

事
が転が、な学の

ル交。

実グもる

の書い

況 がプさ

性ーわ

在

９
年
度

年
度

助収

和の補の

昭でりり

補

、況

度金額状

年助金支

単額助推

道計補の

に累

経、

補、象は

独は対移

費表

助約
事

性理

と８対の

業億に４

うな確つ よ施をに る実
、すて

ど保い
す 校
人上導 学法る指 準

の不こ 人
営らる 法

運か
な 営
正欠。 運
適可と の

経委い校使明

にも ハ
化

営金営託。法用確

経資

がをな

すのす業人料で

入会の賃支い

る借る務

しっ

社れ社具借払。

会
ら行事的てて

かをと体
委内るる

、っ務ないい
ル、

約い託容ビが

契て
も。約積を使

書る契や

を、

い校に

な各ず
理

諸す管

立括通

創統共
人な

を法費

」別経

費る
てし支

し対を

載にど

記

年
度

実り

て万るお

し千すと

ド
つの ン

理と効で

管円

用

、

ッ指り

てあ ブ
いで 積

わ結根貸料

交を算転

さん拠借

補実表

助効４

対補》

象助生

経率徒 費

。約て

る契し

い、出

１

生当

象人

対１

助徒

補生

総

徒補

人 額当

千／た

％ 円り ）］）］の
収
支
状
況
の
推
移

数助
金
／ 額
円

）］）］

人

五
（
四
五
） 単

位
：
千
円
）



て申申申申

まあれ
がさ

し

、かい請請請請

たる

がががて

交否る者者者

付か。

北 海

象受を補定

ア
助準

経けし高助補補基

交金事」

費取かめ金助

、」付交業を

がらもる

理て補と要付の定

管れ

道 公 報

性補補、れ

額い全つけ

たが助助公ば

しさがま
い、損金金益な

かれた
い。前なのの上ら

して
表る記わ配交必な

、

号外第

費補に営
道経

イ

健

育均収や助おの

教平

入目る全

研額支借のけ

費算額金的私性

究を差

号

注
平）
成か
十訪ら消
三問の費
年調回収
十

た

申を補行行き

査答支

査事補補補

請審助うう
事事金

のし業助助助

書

の

出け遂業業額

提なを

ばす補経算

がれ行がが
の的に

っなる助済定

あ

り

とな力目、誤

たら能

が備や率が

きいを的効

、

運い助抽綱要目め
に

は」交

営る目象の綱的

がな扱、付

費。的的取

全
般こい補補対

金対者

に教とが助助象

条ら確の象に

及育か明

業ら

で件、で採事明

ん

助い基のか

いの補な択
囲し

こ持効準範に

る維

２れ分付要い
と向果及

の校のるにはが」

４学
とがよお無あも

場で

お見問うい条るの

もに合あ

りら題なて件

》例、行」る

補れ点事

金なでも単わにが

助る

らこ

がど指見にれ限、

徒もれの

増、摘ら生る

たるやの、補

額必しれ

れしと。教で助

さず

、専高

、出にのは立を

理た、金修め

管しは元

立校も

費。基返私学、
て

び金額専のっ

及本済
組を学育私

借に等修教
等件専

金み含校条立

入

学

利れで管の修

等入ん
施る運持校

息るい理維

の
月をに計

二行基算

日

徒

法作生

たきの

っづ書

のし納

人成

火

ち。金

うた付

曜

補び

、及

日

は、え内的な

金管

助道

いに行か

、そて容にい

合れ

請審る適わ。

申の

てい

にの。して

者査か

てンるか

いイいる

つポ
次
金、
助は。

補トか。

け

か上がび」な
付の
交

ら」把審

、握査申れ

づ準者な

実父し基請ば
資な

的負らとのら

質母

使のなて格い

に担くし

減て性件

途軽っの要。

由るを

自」い格」

の
金

一営す助

な経。有補

のな正は

てもお員は適

る母、数くか、

い父り

応効年

に負教に、つ毎

も担育

家的継

かの条じ自率度

減が配のに続

か軽件て

用に

らが低分財使的

わ

してにし交

ず図下し力

さ

生れたい余、付

、ら

。が果れ

徒てりる裕効

育

合設。営向教
納い、

振

を備補及の

計設費上
を

出機金父興

支・助び
る

し備付負図

と器交母
と

、等綱のこ

て品要担
と

徒整に減」

生の」軽
れ

人にる図さ

１備よを

が営

額運

の理
当要とる

費
補
助

と の入 上収 以を 円金 万

人
、 人し 法

性と
格り
適お
のと

額め務実補決を

カ付査
のっ

補算て教績助定行

認の内て

助出い員確金

も額

般のる金

金のる、

と性で算

源全のの

財健

員の

しい額定も

エオ

、

助出内を

設補てる補算

る、金の実総

使助いが

上補

付る経あを、
用金

もはの、げ助

金と営り

増い健かな対

国道学北

て助修費

し補
る象際のの校海

い対交

りるとい

たす、とて

イウ

海に。

の経北もる

補るとに補

の求図校校

査て助こし対助

ま審め

、にい金とてす金

た

件

し」こ
るる

）、 人費 法

助が額容い

しか

かとと

礎、手十の等な

額基が

っ

算数専を分確にか

の

を合た

定値任対で定適

とい行す。

基と教象な

か

でるのしうる

準な員
員義いにど

あ教定て際

数がるはう

る

確の必を

管は明も、か

員定
運５でが要調

理、

の礎の員

料交場こ額基

要にし算数定で

付合う

とがえ

綱はた定値義捉

補合準な明て

第、場基

でる

条助のでる確い

７

扱る徒な。

に金取あ生

いをい数い

お額
明理、と

て減が管はこ

各道

補し確運５か

、額

及助助種教

が経費補補

委

同にび事事学育

、費

でと連員

様含食業業校

補て費あし合会

にめ糧
私北育ら

助いるて会か

事能

象。立専成技

対る

の携

経修連業連

外専各

る交
と校行う校

費学が

定最補付

申必な交との

。要め低助要

請要い付

の書こ綱ら条金綱

書な

取４

添類れ第れ件の第

付は２てを
いに

書専、条い下扱条

がるがお

類任実にる回

額い、こ明い

と教績お

て数のて前と確て

し員

な補

、、確、記とで、

、、ら

し

算生定補１な

対

金対付

助付交

補交、
はは

要に者

付者象

交象
いか定 おら算 に明、

綱

なあに査 、せ準 てに基

じる

費１いっ応す

営月
助現と。現こ

補日こた

配のら調と

金在か地と

基当担をれ

分担、査さ

細科教いい

準教当行て

」もを補が

則を科、る

よ専た事こ

につも助、

な費１、

助てで営月ら
現課

の付い補日各

金交

、

付、金在程

交し。助

象は分分

対又配の

が付準員ご

者交基定野

法な則実の

、し細内と

やこに」員

令い」員定

し開うちで

寄とよと内

取講立該る

て放私、あ

う事修校修

扱座専当専

きに校間校

べ業学が学

のす教補交

も要等接に

考経員事さ

とる職助付
講

ら修とる

え費研業れ

徒時助のっい助
れ事し

基数に金た。対

定

題校外

準、おの問学象

級て付点を経

と学い交

助と

際数も目》補費

実

対し

のを同的の

らで、で象て

数明様は

し職

とかあ専指と退

値

。学して金

ににる修摘
りび

りた校たお及

誤し

心、知 肝ずを
がも等と

ま 助連い 補務な の事ら
り請 の
よ申 額にま 金絡

定
補し 算

六

金い 基
助て

（
四額る 準

六

のま

る任な業れ

の。 は

果現

、員校成で

と教い

交調

助とやが地

補数長

め員

附がる定実

金定兼

いす

為る、てと

行あと
がき

違し助るべ

にと補

支手

る業て師

、

反て金

経私す及

のび出当

次及

、役
を専経施

費立るび

い）育りこ員

なの教お
振専し酬

かのの、う報

学示

う出興修たを

ど提
かもを学

）

を
み 、

めい
て 定
し に

示 別



共と年助

平 年 同な道度金し

成 ３ でっは補額か

十 月 積て、助はし

三 、末 立いこ金

年 制現 てるのを

十 度 。制交

北 海

４
題加退てっ学

教問しな

認員点入職創て校

公職

る設

会の》率金設いの

低済れ。置

計退が共さ

等金い制、者

士職

道 公 報

補付に実正

らり交化厳

、ま助対つ績に

補れ高

う

目まる金象い報行

助

検書こ

的たよ交者て告

要補討のと

が、う付や

抽補制

号外第

準適かさ善

さなアイ改
見

て学切公公っれ意

れ

りい》

い校を認認たて

く計計、な

る法欠会会

に事士士部い

。人

号

立 認受は

公私を又
金士

学法

校 計る査

学 会け監

万在 て 興 等校人

振 士

月 の い度付開

二 始加 るに

日 時入 も対昭
とは
者 のし和円に
は で、

、 、教年な、
専 毎職度っ

火

ののらい校修 月員かて
、学曜 る校 積福

立利年。

日

は生まを校 額厚度人

よ済は和、

に共度昭が
教 る制、

部に専に員

外度北年職

査い連修支

監つ各専に
る

つ実校す

にてが学給

体が職

て主度退

い施制

綱助す提。
適で発手

、

的効の対る出

象助度

外要受

で果見補象必を

把し金経がけ

、の直助

ると

効握に額費あた

実

い算補。き

補もつの、
金、

率難て定助は

助困
低こ討準額必

がな検基
る含出に

いとすを算要

別の

つ例又の門も

こか

てあ監査の。

いがは監

、た法告理

もっ査報経
を

れのに分

こ。人書区

をてっ

準査い行

に監お
な

取け会い

た受、て

じ

監人監

助 の法が

扱て計

行

第 がつを

法 査に査

成
適い

、そ

第 では、

条 切てい
果

の轄結

項 い所の

３ な

で数

に監監

定がを

規庁

の 、
象、 進不て

対人 増はえ

職種 目付た

教各 を交い

の校 とし入 員学 的）加

して者 標

、り、 準校 ておが

給昭、年

成低、 月和平々人 与
額下合

原

にりしの

切あ足当

年

和らを

扱昭か資

取、て
は、

う
よ

修扶

指に専互

う年、相

る各校の

す立学助

導私
め方

と学含え

こ種も考

基じ

とら必むの応

。校

ら補が）礎て

か、要。
る交値地

、助あを数現

な査

途的。付と調

使目

教行

自明象るを

のを対
やな

なにに員う

由確者
徒、

般、示生ど

一し明

制い

源助るな実

財補す

行いのど

をな度な

いい
と適

この幹不

うも根の
経事

さるな

とな切

と。

る程あ

い規が

て理実

れ

報

よ査査

、定の

がをる

を書

、項告

り事
指と
定し

上
そ轄 以
、所 円
して 万

出 理
基提 管
にに の
れ庁

の きす 運
づ

度年し計

以度、

降の平校

毎補成で

成査成

本関市実平監平

庁係町施

対 保人村期

をたに
健調、間年象年

３

ととて

象度っ

対制立

補補る補補補査対

い監
実部

助助か助助助の象

象の業施局

制事対金事

との確

と効とど績

度業

に確を

けがも明認

受果

監わ

ち

１１２

第
、

取よ
査査健業査が

監監保事
祉と主ち

のの福」のま

めに

要象部い眼事

概対

うな告

よい報

のて、

次

確各給ど

員る改材専な

意専保連付に

と。善北

象い

っ見各のに対つ

な
こ 費
公る 営

て》連上対

助計と
会と 補
認

立

対北専
校 な外各学 と象専修 人

年度

の連

福査社
象福から

祉対会月度か

部
及機祉ら

ま

支体成度

び関団平年

庁等

で

祉ま

福月

会７

社年で

付よ要

はのと交に概

課

請取

切旨た申り

適趣し
実し

も合費・得

なに経
報施

とし適績た

の致は
に・

っ補で告設

なた切
る備

い内る係設

て助あ

所う業
かと事等

る容か

保道をい

の）つ

管。に

の次

福独査、

健単監て

所事象点

部助対の

祉補
た眼

ののし主

管業とを

かし者て

単ち。に

道う

つ北

る退ら指に、

いの

、金重すい専

が職も導
なこ、連

こ共要るて各
度対

ら制役と制に

れ済

指

該にをとし

に度割。

す

しいう際導

当つ担実

っ

いはの運る

なてもの

職立 お職教私 て教の、

結加退種 、が員各 り員
当等 とし手校 果入職学

、る金勤 てい資に して
の事る 数付す 少給務

七
（
四
七

に

て適切

っは適

な務は
わ、

か行理

るに管

い切

、いさ

たて営

まれ運

。
効る

のい

業かて

事るれ

補証

独、検

ち

業ま。

事がた

助わし

業
事
興

て振

い祉

つ福

に

道あとと

非、で用こ

」

の助こ間

勤費るの。

常

ら離

員がか乖

教成とに

人れ加生

法わ、が

や行
のい

常い率な

のて入じ

員ど上う

役な向よ

勤る

校 対則の を規任 者業専
に教 し条、 と２長 象第

とと事 度る、 制よ員 た

そ て付員 っ給職 な、務
の

）

て
っ
が

上
は

果か

下
以

教つ制

が、に、

ま
が
わ

整

し員ての

入職い度

加

対の い

い人北備

ての、 、の
は任

者専 。象他 る

私職



し細め業

整準者と定事

た、て事る運

備はまは

る則、当い業対営

す規

施綱

たでま該るに象要

め定ち公。お

北 海

１
助題海を用

補問ア

ち供

制点北道道行まに

例よづす

度》海で条う

つ福、第うくる

に道は

配り部 い祉施

道 公 報

な・監

加策業一興
３

第

の等を平

護の

促の以限成お介査

、 進推下度

や進と年本保結
基及

自を細し度事険果

業
は盤び

立奨事て

支励業助

号外第

とわをニ

健点祉の

２
第

査の療しが進ー

監道医

に

た対保福てまめズ

ま

事環対

、象健祉、ちる

、種業境応

必補医」各

に事福のはのし

要助療

号

し

平監監て

成査査訪
十の対問
三方象調
年法部査
十

にめづ共け設

局を

施び下

必るく的る及以

要」り

なこ条設福整
環対営

基と例を祉備運

礎境象要

準を第基

規

備所」

以定条的整箇綱

てお準促のと

下しに基

事善う

基いいに進改い

。は合業等。

礎るて適

的

す例の

ての設号慮条分
造

ちの」る第構

ま等）

づ整こ
下をはび

く備以と条及

条行通、設

りを
例うま知備

づ報事関

」場ち公知に
公、

趣はくにはし

の合
旨りよ

が北条り共障

備善

援す」成年、整改

に成事意

、るとを度平

ううお８業見

子たい行

に

も、。もけ年）

どめ

で細に移

の市）のる度

全村とあ事創行

健町ご

ごさた

育にのる業設し

促し助とれ。

成対補。

、わ象交平

進、対の、

備、

応業祉だ補、整て

事記」福

じ等行れ助上

のが業のの祉

対の政も

施要施健、う中の

象概

、位ち

設策康融ちでま

現、暮事置づ

のはで資
民けり

地保ら業道付く

医こ委とらの

調健す、

て進

を療と託とれ促

査
実福が事も

月に実

二対施

日

監
地

実。
、た

しし

火

を
査

曜

施
実

日

要に

基、さ」に）

る
す

準せの

よ助るい

」公る補すお
費も

い的う対経て

と共

。設め経と、

う施努象

けはれ助

）をな費さ補
わの

定有れ、、金

を所

る、なちが交

めしばま

なくちに

こ又らづま付

施者

生海例、的害
とは

さ福と庁設、

か道」支
うび出齢

れ祉い及の高
口等

いま。市入者

ての
いづに村等が

なち）町

りづ求不滑

く基に、円

例てて定利

条いめ特に

、い多用

高が経付成

平必る数で

齢ま費実

等福二は度

者ちの績年

冬振の表は

の祉分別に

生事又と地

の興一の、

支運補り政

活業はお域

に要基あ補

援営助で策

すに額。金

関綱準る助

進り在

施祉で業にお、

画るをめ、宅

し計き等

町高

。に保実る市の

た

づ医し健村齢

基健施保
い療お、

き療て医に者

体
。祉る害

道制る福け障

どの域

とな」地者

民」
と
ものの児

、
に

も
と

と

に７保実）

当

団
祉
福
会
社
、
村
町
市

理」条祉た

、管いり福
に興て

のすこ例振っ

そ

要。のき

成
平 年

基ると う

年整のよ

９な者る

成
北備利

、類経異

上象ア

のに両あ細 一似費車が

る定の

重細差購る事 部

の振

祉る分祉

福め二福

施事
国一、業村あ

も事町が

もど庫般他費がる

にな

施の

か整補的の補実も

項健情の
か合助に補助

を療住会

め目医や社

進

るるな

イ
保重福民参

る
がら道が例場い

いのな

と

い広ずで、え合こ

な

に
等
体

の範、はわばの し

原旨か

、るし

はす
対

度 則、

。要

福事福属むに

度
年

る 備 ババ）す

設 祉業祉

購購経 を

ススの

在ビ入費を

入附含入費

細

宅ス宅スに含

在ビ業

をとご事 複事異入こ業

認間あ補かと業 が業が
の、補 めにる助らの名

象庁対 れい対支助 らお

すお経 。、とに象 たて

補

的４て》 理るい費 合

助金すは

補 理の助

なつ

業助金交る交

わ性事補

ず欠等金の付事付

らに

を対

、けとの交要業の

付の交象

まて制交付綱

ちい度

のと

づる上要対以付外

にと対す

くも、綱象下

りの一

と。

条と部おな交象る

も要す」

例認重いる付

がはの綱る旨

のめ複て

ににま、が北融と
基ら

事っ

、見ちまま海資な

事福業て

単らづちち道

りく業祉でい

にれくづ

便。条りとのある

利た

、、

性そ例条比まりが

、づ基わ

がれの例べち

旨施取く礎が

向ら趣の

すわが策扱り的ま

上は

準事

るが生とい資基ち

一

と定、
こまかしに金

て除

、れを

てら部

しめ
く。、

づるて

ちいい

ま
基り

にく

例づ

条ち

りま

す帯。

福車福車要附む

入サのる設）

祉購祉等
ーのる

ー事ー購経備

サ
ホー入ホ

費動

ー活事ー活購経自

ヘ用に車

ム動業ム動入
す害

ル両ル車要損

ヘ車
移両移開車要

パ購パ両

な業経助 が事象

由細対

も次捉

に、の対 いで費
のが経 か表方

かのえ象

りと

ずお々費 らと区

わ

」。、

業助っ

事補な

、

他除とた規

礎れ認、は

。ら事くいだ定

的ため

、れ

準れ業こうしさ

基

のと）国て

をるとと。
お補る

た経さに庫い

満

、

なのてい助が

さ費れ
複りも業国

く重おて事

も等、等庫

と

がのの助

補をわこ他補

とちさて差はを業
助避

たお

な事れ、が、満に

じ間さい

ど業て財生民

な上て事なて

をのい政

由助いのい業いは

理補

合町

との結措る者場市

のがに村

し対果置も等

な各が店あに

て象と等

助しっ種見舗っ対

補と

はる

のててのら等てす

る改融補

対不い取れを

公施

く例

づ条
象適た組

の定

設に

施則

的規

共行

準る

基め

八

満礎

を基

（
四た的

八

動

動購動設両す自 す基

必購経車

児入児にのる

館業館要入費損

童事童 象い

内対て

車のなに害

差

助に

補費。

や経た

容 助的業

のけま補公事

対

と

象意福金助等

対るち
か振、制制

と味祉は成

修資助
るら興市度度

す

でを又は事

と切。み。
新けで

てあ行は受業

し

る

るのて築らあ

いるっ

もみいすれ

）

象し

対た

を満

備を

整準

とて



格ア 人準

平 口額必を額助

成 規の要参細が率

十 模設経考事設）

三 に定費に業定に

年 応方をしのさ著

十 じ法積て中れし

北 海

補上でや

者者いののの

た助助限あ一

と、る補

て覚め基基額る箇

し聴

わ当

い障、準準を。所

は定がた

る害補額額設

の者助の

道 公 報

事者

い備備運細害

イ障

な限要業手

わてでに営

の

ま、い定綱の帳

がは
ち施もすに

事設のる規重交

号外第

成成

平平

年年

号

月 てのみいにてい

二 段基上るはい隔

日

人たり

階本げも、るた

考いな口めの

的的ての

市じ

補えるど規、生

な
助方もが模

火

は村い

基はのあ又町て

準、、る

曜 。補間る

を事類助でも

額細

日

事対助が

設業似の補の

に、事設一すまり
定ご

事補

対上業定般るちで

が方的こ

基

、障期法にと業助

し

予お準

市害待等事やに

適の算い額

町者すが業

除水切標のてを

村をる

定

はく準な準範は設

で

内一し

、なにも的囲、

と経で市て

１ど達のな

そてな費の町い

級、し

障を

業設もも定度付
及

助とる害受

は置補のす

、

立にのそ対者け

、等

で者クそ

ち伴対う象タ

げ初となのシの

上う象

囲料害

支度ない範ー障

備てのと金の

援設っも

助度

補にいと市補程

を

。混村事が

助限たが町

福属むに費

度度

の定

バ）す

設 同祉。要備）

上購経 を購 スのる 備品

車要帯需

附含入費入

経備品費

同両な設備用

業象対認 入費を購）

購

経ら

てにをと象め

しと
参な
者とた

る標考る費れ

い

助

の的設の補。

も準に

の

ど費しが金

な経定数
と

あ積い慮額

がをて考
比

。げもれの

る上るさ

村る
たい、に

まてのず

示果当も

びのいっを効

いいす的たの

２対なて

の者となとなりの

級象

補か

障の認いと配のほ

らにを助に

害範めも分

をれ、目基、

者囲

に額象

児狭る補的準対

てのの設を者

）めも助

定人

う事が対定設一

の

っとれし当

ち業あ象さ

級

目すま在の業１
、を

て象に又

的べたし対」

しと同い者おは

とき、

範て級

て考一たのい２

るる細囲、で

いえの。
業差のる

こが事に道あ
営害

か交内異運障

と、
設要おあ要者

ら付にが

備綱いる綱

上に含入）

の上て上児

る
す同

と

。、

必附む費

と移開車要費

）上

。

のる

す同動設両す備）

税料

賠料量数

品 る児に

任動登対

責自、は

償、
量数

険重手外

保車録象

責自、は

償、税料

賠料

補実

勢基の

補も実助際

、る

２

基、価準補

助の

事

費運補わを助

経方補

要基ます業

の営助が示

ててた

扱綱準ちなの

取

施。るいいり

内実たす
ももは

障し経るる又

部
害て費

。ます国見細

原と討の
業

ちとたる庫直事

ま則

要助をご

づし、必補し

、を

整、もは）

くて北

体象

に度度身対

備初初

つ設設
市道村のる善

町もい改

し１町でには事意

対が

えて世村は求な例見

例

経

ば冬帯の、めかは》

上館要入費購

。童必購

付し

イ

のなに入

）

統の

人の差 市町個額い

外

保車録象

任動登対

へ

険重手

旨

いに額事ど趣

障
度
重

定見を討及

に規の業検
しる事

異す直通すび

差

効

生対にて必業

がるし
者い市が果

じ象つ、要
村るつ

いのて町あに

な

て

う囲討の。い

よ範検

検と
一市る祉

統がす福

道あ業討に

り、海が事

補

例助福る等す、

条補

の他必助

のの祉。、る
が対

旨象まの要の

趣対
かすづ成あ象

にとち助

り度。な

んべく制ると

金のも

みで資とる

がき

てっ特

基いな一の

、な

祉町いたに

細期当福市

のり施村る。認

事間た
策のがまめ

業
の燃

が福、たら 料

体祉福、れ 地費

庁か

域等円系施祉支な

が策にっ
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に
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系て
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さ的 事る

れに化も 業場
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さたて

れ基い
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事額も
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お定あ
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を、のあす
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て度のにも
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性て類
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図、事
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る実に市
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る市福 町 市助配れての
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に策 な が交さう村施 例
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いす具化 め ともな慮て
つ れ るでる体に ら なの
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額市た
町め の）
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村、

と町
補に
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助よ

×基っ
準て
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）額個
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額
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）
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るな
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導本
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に扱らわ業
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とえ

ち助

いをるま補

ついれ

業象

はうう事対

て行よ

。 齢るとにい た

、こ検

世、支し確

者がを示て

等付、いし

帯給庁て認

に額市るて

をの

／設給
定付

際

給著
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営事でが

等にりるにご住と

費業
におなもつと民を

号外第

一が。

れ対助の見村た

度象れ方従

てし制対ら

か

る補のとた、来

いて
無ら助ら

も助有な。補

のす

号

問ア

平題補
成点助わ
十》事が
三業ま
年のち
十

補

のう果。存方の

趣事

とに及等助

立こ等続法
廃つ限

げ。よびに下

上

にて等

援て止い額

支っ

た検設

趣、当、の

のは

てすに

に事っ討定

旨細

、必い

しごはるつ

則業

い

業内しみ助てて

たと

わる、な

ののな合すは

助のもせと事か

補額い

うのた

金合のてい業っ

交計と
円助果

付額す万補効。
補

はす。を金や

額とる
。とた性助

、る」満の
て上必

付た規し格の

交

いがのいののも

要だ定

て

るてらとて事福っ

係

効の事

補一３認検業祉

らさ果向業

助市年め証

村のれれに上の

事町間

果

に３時たてつが効

業

てらと

つ年限。いい図

の設い、れ捉

い間をな
でこて

は時け道るえ

て

事

事をいはとい

、限て

と関い度業

でるにな制

の創し

りい係もを化

あ

い

ま趣くと設て

、うな
を然さるる

た旨当解す

るにの

一考にれ道も

、

ど

的る業がおな

般え事
、実そてに

なとを、い

助市施れもつ

補
月旨業

二には

日

補が
た村

し町
致市

合、

火

内業
助事

曜

と立
容を

日

検

事の事要て

っ上
なち

す

と続効あ討

業継業が
必

る必の。る

なの果る

やがが

う性握要

よ要把

。

町業須る

市事必あ

、

こ

事にる

の限あ

村年で

細性

綱しさい、要

業つ

お合て事事に

に、れる
るも１い

い計い例業つ
当検

、がこあ件て

て額
とる
ら本りす

細万か。た討
補き

業に、来のべ

事円
とた助自助で

ご満補、
が執がる

にな額力額あ

市の

業設な指やる

次い

上て事を町み

立けい標

もけかあ

げい業設村で
の、

援があてらり

支る
趣同、ら事特

の、りお

事、要検

旨じ細ず業に
がは

ら営業事望証

か運
平等とを毎行

、費ご業

しら、い

成にの実年わ

付の

の村たを交て

金町
格従考助決確

性がと補
ら対をを

と来えの定認
うっ

てられ象行行
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にいに例

力化のて庁事
い見

行てつるおは
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困るて例てら
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援
支
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てげ
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と
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等検ら
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意
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細れゴて細いい
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事たンい事
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業も車

はと難で特

よ合額困額

算、ななあに

り
てるか交基昧

しなとア

な

般消がら付細準と

一

業管っ

的耗、、要事、

係取施度れ
に品設通綱

いる続い

年る扱す継て

は助にこ的な

度補

科じ備

付な発象生設
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ー困目て整

要まどデが

、事タ難とい備

綱たの

広、な
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と

っ

者や補範市か
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に補助に町

れ条なな交営
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綱

助て例もお付交要

補

綱要に
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さ
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実
に

対た運、主
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対点助
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のと齢 で
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補助又

、っを誤なが補

て満り事

費象
補いたの例助金は

の
の

ても

いた

つし

にと

確い象い

象
対
助

補
に
中

がも 助 基にて者る 補 助

準 額っ対区の 基 準な、

いとと認 額 はて象々と
っら 大 中なななめ を 、

に バこ高てれ 幅 型いる

か者た。 上 スと齢いた
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ら目

号外第
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どこる
の

ら仮お。業たと業
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補実委趣
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号

市行こ
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て認っ
ら

定村こか

決町うと

付
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をかと

月 のた申い適の支

二 交。請な切額庁

日

の

付時かにの長

決にっ行
。れの認

定指たわ分承

に前て１を

前令

火

業手な超け

事着いを受

曜

着なるけ

にといえな

日
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すこ更ば

手る変れ

る事っれ

。にっ市い、

計。村も業てに

設た町
が了たる

書がの完い係

っを助

平めあ日補

、定
。律の

図こた一金

面る

添さ４付

のと、交

等と

事に

がて１決

付れ月の

要象・務必

外に必対請

な

るっがと実手要
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る報き条

なてあす績続

、施。も告が件

ど、る
の係切付

対設のに適が
行れ

経定定るにさ
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の、を務わて

費義義事
確つてな

取設明にれい
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確対象当間実
扱置

に外費っ補方

定象経た

誤、が等

当経のて助法

要ら

っをり真必か

た費
は助つ必な見

て補にに

てなの、

、のい要もて

つ備

績象は経に設

実対
告す経にいに

報と、費

、の

支ヒた様

うのま同

あン接認

にリ間確

庁ア
事町

てを助市

っグ補が

交すやに

、施業村

は実
村て

申な町い

付る市お

いにあら

るとがな

請ど

きこ

ゆいとい

わつるな

令理補と

指のやと

るて

象て

着書対れ

前由助さ

なめ業る

と求事い

手を

日定
てな内、

っるのが

れ管３受

さる、を

ない

た

て理月け

い規

し着

い、とに

な定日後

交要いす

ま営て手

ま運

のこ

決等もき

付領るべ
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い、こや
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要等が
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経
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書
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よ
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行
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す助い導
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と適こ
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態変て

る実をけ

いど容

のの更い

も

老い助

付がて補

イウエ

接齢っ人る目

に間高あ

あが
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当

れずた則

わせっ原
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５
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局助題補と

び納補問ア
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業て

、業通業》事事っ

的て

る体れ
額務知に業

示る

にい
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をや捗補対工事

理進に

の

海行む状助し事業

北

切成実

道うを況事適完

行理示統付
補と得等業
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めうをす一要

求
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るこ行
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い工
なアイ
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類。

書た。

拠っ



デ
い

あ
れ

ふ
２

北 海

別

主１ 記

事祉進 事 細福促 細 な備

と整

ご境業 名 業環事 業

の

道 公 報

北る補。ま承

改れとの
を

車意海よ助た認

に善

に業や得

両見道う事、
よ

使助市にむる

を》補

用金町よを

号外第

細

いが全両

てアイウエ

事使事

る細主細般細を

業使業用業

も事と事に

のっの用のしの

の業な

あてして

が

号

交い

平補付」

成助目旨
十事的の
三業に補
年に反助
十図よ例的備 よし条

基設図民

るうに施を道

。祉

とちづのる福

こま

日

でく、善の

がづき改

事

る条共整」

きり公、
託費）業

要用委負補金

催 及 る、料、開

助 す費
費務工担に び 経役、負

適害行るの

不障のけ加

上々会 業 切者動人機 事

拡 概 事高制のの の な・

》者を会大 略 例齢限社
所 補まに設箇

等受参を
改 対づめびの 助ち定及

得う

り対備善 象くる整

て交を取ず市

し等村り
導し目村

い付指得、町
外指

も則すた的を

る規

がびこ設の導

の及る施
。設用る

あ同と・使す

等なと

た用備とこ

っ運
に適場

針がる。

。方

る動

っ福いホて在い移

る福も児

た祉るーい宅

のヘも祉の童

。バもム

あ車

購がルのサが館

ス

ーあビっ両

入あパがー

入

業た活っスた購

事っ
車。購事

」。動た車。
に

い購事」

お両入業

に
て入業

月りて件

二取使を

日

い

、、て

ししし

得用付

は渡る

又譲

火

用、、

効しが

曜

増換認

の交承

日

事金必 交

し、受

加しを

費
需、請、付要

然修の接

自補助間

持補
と事

化段象助

劣を対補

る解てに

よのし業

に差

費条象対等 経

歩消いお

例施象に
善い

不身て改て

いのし

に事も

者単工た 適

障、
所式補 な

便和をの

切用

切合

例

設らの

事のか助

、用っ

き使あ

づにに

基

補

なる、

切れは

適さて

町件

の市条

産う助

財よ

運指っ

・を沿

理村に

管

おて

防業にい

消事」お

行おて既

のにい、

団」

象児

へて対の

事い、存

用会以館

使社者童

の、

者の

、祉のへ

等福外等

な

た貸け

的議の児

目協

し、

はけで

産付い

財し
、次

、

り

長担お

庁はと

支又の
し外

認供的

承に目

の保

もて

道とたい 受てに

を

備
害整

４

維、の、

のし
・所
者業業

齢作事

高者

て

おへと

に式象

置洋対

こ長

なる庁

がす支

営導

害生運

さ

高者き営

齢社が事

童

・参促

）者会い業）

業に迎

のの送送

外会移
加進
参促

３

用務車用

使

社が事

者き営

害生運

障

れ

いらさ

なな用

けは使

ー
、
でな

推
進

希じ実ら所

障等

業）
事

社るを

齢望てやれ等

高

備

やるき会よ整

者す生
事い加、し

障仕が参う
図業就

者をのが作、

害

材

施事営設入原

が通充
団必等、料

設業に備費

の

活ク会やい

障加進

又

進

、エを害増

動リ等障
図

ポシじのを

スー通者
。

ツン齢きる

ーョ高生

用つ弁る委及

レ大者が

て）料賃 当 費い。託び

齢じ成す作置生

会い業
の

童者、する品運活

児

ーや知

や等福る。コ営

交環業ナ高恵

障の祉事

者伝

者流境をー齢の

害

醸援設の承

、をを支の

く使料担交事費件

高通
会。用、金付業費

を
食）料委、金に報、

た
普る

のす
旨進
趣推
の

費
費 経

な旅
発、

啓め
及

はの要需費

初品費負

高設な備用、

者運度購、担

齢置
助町所助

をのの補業補

助立備の民との

補設設

ン、象

の後等対セし対

年初とタ整と

対数を象

と経度しー備し

象

経ない市

び給とるいて

成費いた職

ス景しし平
がのも員

ポ品、て

ーをそい

時

ツ商れた年補にのの

対助間

大品らも度助補

会券をのは

茶役使料

食は代、、借

費料）

費菓務用等 に 糧

、

に・限

記そい オと会

も

食ーし毎に歳念れた
をの

糧ドて年お以品ら

のお補

費ブい行い上・

て、者祝助

にルたって

等のい金な品の

つ代も

経役及託補）要償旅
い

、、

費務び料助す費費

び経人需

を費賃、及る

除、借負

算たい

し精のて

生額っ
の

もが補も

い額めた

な
需

、

請金

の申助

入と
収こ

、
費費

償用
報

がか 一支ら 二出補 （を助 五超対 二

修たい

し過設て研して

たとた室備た

てし備い

をの

た団しもを品も

い

補高象の外
も体ての作

務

参現助齢と対勤

のや

にっと手

加金の者な象

及支象係てし当

賞で対

を支象

てをる婚どを対

助の該対給と

、補町式

、て

代対敬当象しし

酒

よ過
時が

、

、象老者に

過象

低な
もと
り大

）

た発
いが
て費

し経
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運祉業

等福事

所置
６

業設

事家

営

号外第

業
作

者
齢

高
５

号

を月 行二 う日 。

火

請補金曜

費
助 負）

日

場老運のびツ
負び

、及

社を人営整障設

康エ域
シ会確クに備害備

のー
進ョと保ラ必、者の

増

備

、ンのすブ要高の整
ポな

レ及交るのな齢ス
及ーど

クび流。設設者

施なる入原

リ地の立備
備費、料

工設設経費材

請置等需費

事設

指員高の
負にに備用、

者養

をお導を齢教

等に
置て当置及の

設いに設
るる障上

し、たすび向
者健

場業指。害、

た作
けのる共当福に

合の導
件費の

済要 る人経）祉

、 業費家 費す 作
齢

高
に

た
新

指に賃のる

業祉

所
業

作
同

共
園

農
者 大図

増を
の進

会増
機の

補）
、金

金付
福。

とる

、
金付

担交

及
助

たい建備、

印がて整ブ
ー

人、いた物すテ

老等

の施よブ

ク初経ものる
、

ブ設を設うル

ラ度費
と助備石消

の備補整な

品費工
旗し対に油火

会

）要す購、事

費必要

か助

る館クい助別と補

国らの

がのラた市金に
し庫対対

、看ブも町と
がて補象象

施板のの村

と板老支助とと

設と看

て

はもが人出事なし

に

がない

老に掲クす業ら

要金設経 諸

人単げラる

員す、手置費

導

の運障

の致室対員助び

し対営害

増しの象公と
のて象要者

大て指と園
て管、と綱の

）い導し
人い理そしで利

やな員
高件た人のては用

補い
の齢費もを人い、と

助
に

目者をの作件た高な

お

の公ての作

付翌もし助

れ接度園、対業

さ間年

ラとの

て補繰内バ象所

事金一のし目

い助越の
名い

も業が部樹て的

た
のに生を

交
び

おじ作板た就

年の接ら

過助間か

補町
事度

購象助年

度対補翌

係てに補

にし業に

入と

、て象併ス器

るいお助

してージ

会認とせト、

長め

らブ場あいた

・
者
齢
高

祉老れへ合るのも

福位

、

会人て補はこにの

齢ホ業

事高プ事

置ー営

業費も齢っ

グム
者ー

業

芸助指をの者て

的陶補

ー
９

合教の導補及い

に

も労

グム
者ー
害ホ
障プ

てい所をの機

いて業等

業
福事
入
８

、たと補会

もてが

もたい金

ス
バ
祉

イ

援備デ
障

をの、交

の

体ム

援。ー

支るホ

助す
入使料デ

整語

を言

制、

料ホ

費用費用）イ

済需

ー高ー人や

ル運

、費、

が害ム齢ムに介

たと障

な

域で者を者のよ護

地

任食ど

できグ設グ専る

すーの事の

暮るル置ル

うプるプ世提生

らよー

給

こにホ。ホ話供活

す

費料

備なび要品高ホ経

者ム、

の工設な購齢ー

バ自障
ル設

た事備需入

、ス炊害

各ク集団業め
に市を生者

種リ会体等
実利町設活が

グエのの
迎施用村置の住

ルー送
ョやすすにす困み

ーシ
のン関るる福る難な

プ

ホ

レ、係事た祉。なれ
障

人
老者

購

品者ム

備害ー

障及
、体
ブ団
ラ）

ク児

役及ー

バ
要 祉

福に
害び

費賃設

手備務びム

諸、
、購、借置

当品
し市

金と
報て役一 償い所三 費た内（ ）もに五 をの整三

金

め請整用費グに委賃

要料、

に負備費ル必託

備プな、共

必費に、ー

要及必

なて補き除世

たしべ控

対居て人

いい助入し話
な対

のも象者いに

もた
補。費負かす

をの経の

整

費ー設

入ル施

購グの

）プ

が営

福た 地）運

域分当

当綱

推の 総充要

祉り 域

れ規 特面 整さに 進床 合
費
購経
のる

スす

別積 備

入

とた老に

のてク備い的

年ブしも人購

整い前ラ

費も度のての保入

備た

助施れ

をの以備補健さ

助に整の設て

補前品

い院ル

ーて病ー

ュしボ
移

等も設を

ンた建場

タ

補備

補伴設

をのに

） っる
象齢

対高

のた

助し

も末

のら金た年

助か担
を奨

象除入の報

対控収

事て定

とす

対 業いす

策
も一に 事
債たる

設備対用い
地業の人満

と迎も

対立を象送る

の

目

と老度しをの

象の初

の、た

助いし
し人設て とトそ

象ー、

対ゲが
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援

村備支

町整の

市を活
宅る

祉在図

福、を

がし

車手と福運に

器生。

機
、る

保重数す祉搬よ

任

は。器レ常

険量料る機

整

、、対）のン設

料税

るー問備

在の両すホ訪

福供市。ム活を

宅提を
村ル用る

祉に町ヘ動図

ー両

ーすにパ車。

サ供

要動

ス車置のの

ビる設

在スに需ホ活

損

要 宅用備用ー動す車
経害 す 福車品費ム車る
購費賠 る 祉両購）ヘ両

の要る

そ必す

サの入ル

整
実を

の備
）設

他な。

の備行在会ん祉
に備

施

燥ー

療等う宅給食乾デ

調設機タ

育の。福食用

練備サ理備、ベ

訓整祉

ふ宅ス

等なー設、在ー

をス、と福、

のどビ備

費、

置に在スな経費

設
す福実備需

に要宅の設

必

要品費

要る祉施に備用

治ゃ者
な経サに

月療図の 二教書介 日

害

おど障

、なや

室館護

ち齢児

も高

火

にそ 曜

度他

要初の

日

象購タ展

備施 る設、

す

、、

動録外入ル示

自登

用ラ

登費福示フ

経展ン
シク

手し用のッ

録と祉
ーを

料いとョ等

数て具
ー助

をもめケ補

等た認

ー購費パ入償 経

補のら

ビ入費、ーに自責

自し入が象
入し

自動役て補す購と

の車して

動車務い助る

）も対両たい

車損費た

量賠をの象で車た

重害

るをの

税償補はあ両も

責助市

公任の町の補

いー助

集トのこなタ補

かのにの

公会ー対別と
国らに設対

営室ブ象に
し庫補在置象

住に等と
をて補助宅しと

宅備）
品
改整い助の介たし
い

良テ備た事対護パて

購）
住レしも業象支ソ

備ビ要る入

設費ー必す

在関備圧象

の接の血対

が、し

象宅係品計と

対
と福
いビ重い

し祉なロ体て
）も

いー町ー計た

てサ

もス保子をの

たビ民椅

る

者施す

費、設
）設 経

にで

問置費

訪設経

の設
療ない

診要な

科必は

歯

な、対

助れスの

用設の

象いパ象

対
車得
動取業

自許事
免助

団の

課保対村に助

運費

）料と購体対

費険象が

宅ビ、のがと援コた

、

をの

）、補あなセンも

のス助るらン
度シ事

整重ク助

具タ補

、補

業害料

事障ー業

備

設皿の

は施灰助

のと養
、

直

品に補

備備に

報
通
急
緊

車す就の

転補

、
は要助

転こ等加

体運る労参

身
許に会促

害免と社を

障
取っ動す

がをよ活進

者

がのが

。

動得てへる

自

の４運た補

る身のそが

障付障級転め助

。体交

。
ーう

シ行
クを
タ成

）

要担交ーに対

助
の
金
料

者利す金付チ係

がのを

級が用る、金ケる象

１

をたシ簡備重の容

者金

の未めル易す度生易

等

す

家然、バ通る障活に
域る

庭に福ー信。害圏

ン器拡た

内防祉ホ機者

の止ベ

を、

事すル等を児大め

及身のそ

故る、、整）

備村

障付障

のが負び体交の

ら
暮
り
と
ひ

器
た補担交

、借急

費金賃緊
人
老

し

す購

展要品
役使料通

、

を害以免にし

会る入

示

町額

者受の上許市た

害
、度者得村

手け程の取

帳

た

免支過）い

のが度て
の

の及度者も

許出年の

取びを

経外

に許年助

得免前補

タト費

又タす経補、ッ

及ク作等と

はクる費助

２シの

、

級ーに負びシ成はす

象自助団委い

対補のて
料も

育と家の体託た

療

乗象業をの

手し用対に

い用と務補

帳て

付害を害
のた車しを助

にし、金者受の

め助金

帳、度

市た補）手け程

町額助

対ク補

助タをの

補費も
象

しチ対

とーの

象シ助

具

費料器

務用）報
てケ

賃び整

、及

交示品も保

て象が単た

接し付さをの守

い間と

助検

も補て要れ補点

た

たにいのに

の助い綱て

の経費

業もおる対係

事

催需

開費、

に備用

て出用

し貸祉

と福

一いし具 四た用を （もと補 五のし助 四

前象

す取、対

要の度の

費度年し

経年前と

る得

燃い託対

者ものて委の

も、と

補料たし象

をの

いッと

のをのそし

助費

た

の印い

ものて

たトし 、と委

をのいが象る

刷

椅て料

助標車し託

補て

ての

対形子いを

の準

）

たし
しと
入象

購対
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火
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。

曜

報入使

要 タ談需、購、

ー所用日

、料 る ま設費償費用 す

テす利ー制在
ち置、費

）ーる用ズを宅
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祉れ齢齢祉

福ふ高高福

境デ・作家
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備購車業

設護設車動事

備事購
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適査る、がはわ

に

と法っ検る

切実こ１あ

の

欠要と人た査も

を施
、対はと

く領しに。に

も

常て原て

の以通し、し

査平とる

、検、則い

下

いし庁習

対

検は成しが

をの

る 調。て内熟

す 絡

括め

導 のる統た

指 整い
る研

督 も、す、

監 場が
能や

務 な益機修

事 少公
充絡 資 こ人を連 の い法

さ整 と か対実調 料 とに

）らての係と公

し らす

法

のがれい許・し益

管

査処人

公、てる認主て

な及の理の

益各い。可

導

人所いび体さ指

法々

導とる監

に管。指制せ

するお監しこ督

対すな

はと十

る分、督てとに

型管務、し分

指散所事

事督

監と課を担てな

導

善執の

改の務

び務事

及
に制

制体

見体行

意行執

は事

必
が
て実

い充
つの

。でなび

た上少及

っう

職

的も局

果と務

効く事

会にを

機年員

な３

一 で１そ

九

る以ぞ

あ回れ

（
五 こ上れ

九

、理

査、９て、

と計１

人の

領な度法事

要少年

理会

ととらの立

」くか

いも
。年度及な

う３年事が

で１で事場

）にまびい

、以３局な

は回の務合

常行間員検

通上年職ど

平 指適る場 て 、るせの

監でか設 成 導切ほを

督迅、け

制か管な ６ 体速所る 年

、統課工 に

はつ部ど 月

体し事改 た

総一の夫 新

し指担に

とた務善 に

や所当い時
て導当努 建

を

体っ他管職る間

督な

るの、割

制て部す員が

、りの課事担く

はおへ

平、連務当こ

掌員が

成こ絡以分職と

れ事下
中他し

年を務、のは難

４統に

公も、

月括つ所ににく

るて課益多職

現すい管

な
要

、課は」法く員

在

の
も

）

立

、に上

ら的以

か画名 を査

要す会

査施ち

検実

れ領

査こ１そ要

検うに

れ従

臨をもぞに

とと回

め 設

検務わ１い

時義行

必 の

ず督にる 部

必監者
が 益

も徹す要 公

しを対

のに
分法す関あ

十底る

９、と人
当務す

つ係総い担事対

主課。のをる

の・務う

査の）主分研

課
）職に査掌修



い台

な善にはな

改アイ

海たよ帳

い意台従北ま

の、道、うの

実見帳い

成

に記速文台、作

態》
あ載や書帳記

北 海

網確

課っおっ等を的

イ
帳事羅に

にてらた台の

載、に務し把

お記ず。

いす

て内ま記にて握

い
、容た載つ

道 公 報

行果公題う

改を効問ア

意査う的益点所。

善検

課を

見のとな法》管）

も会管は作

》結と機人

、にで理、成

果

号外第

ての、改

問めめ等のく

常れ改措或善

改題通ら

等》検る善置い等

善点

報法措

の査と結のはの

実は、告人置

措をき果

置

号

平場る

成な合必
十おで要
三、あが
年法っあ
十

る内か管の載に

人てる

成領い

。容に理作要つ
、

誤正程にをて

に、規
な基ため法

り確にあ定
て等の

あもづっる人

が

態

もに永は取実

るのき
成保所いが

の作年、扱
課統り

つし存管をよ

に

台に、さいるる

い直を

」のは

帳差過れてもに

記が度いの不

の違年て
項和分

載あのる昭、十

内る台

事で 容も帳目
１及る

にのがは年業あ

りど存月びこ

誤な保、

会と が、さ地
付報ら

あ法れ方日計か

特、あ台公し
る人て公

この法保

にそる帳益、
のし

善改と作人存

改の
を等ら及実な

等善か成
適保把れ

要の、び態け
のな

る置切管握ば

す措
項把事にたら

事をな等
処切、い

が握務適めな

処

の施、今をかの

あす

のめの理

処し当後求ら

が後法対な報が

理た該

っ書切

適、人応か告適

査対針たので

切検に方

書い

な結し等り文な

で

文つ報管も

い果、に、

、

の基書い告理の

もに
よの限適又

づにて期に

い

月にも。

二よ他

日

理は
、又

は事
て理

っの

火

が務
事事

曜

務職
事局

日

てすすに一的

長が
局員

必っるに

は必るよす確
要握

法が要て必把

、要
かりあ載がで

人あが記
。容るる

ら、る内あき

に取う

直たの。よ

の新

載

報成い記

の作扱、

近

け告、

及る差内

告すに

実な法総」日

ものい益

どの

、態い人務な常

の

の指

同をなに第

一正ど対
総容監

の確、す号内導

把理都務が督

項に管る

括務

に握に道部概事

目

切県通的で

つで適府長

活

てるを知知では

いき

のに実用

、状欠事）、

、

るる理を公が
所態く

と努く法所

とこに欠益

の管課

めはめも人管

認

台あ

れ法必理で

ら、る
あ９

と運が帳る

る人要

き営
文改。下の

にのる以つ

でをの

書善、課

てり報を切は

必図台う

をめ欠十

、必告定を不
てな

にな求ない分

特要
善示るでいも

改指めい
と査もが

等をこ検るの
等っ

要うと結のあ

を行
るとっを、た

すとな果

にい知査

事もて通検。

兼ち
を立

が、るし結

項

場法
るう

いよ
てう

ね会
がる
るす
あ対
もに
合人

がの

び前違容

こ導
、指

等帳じ討

出台生検

届の
法算書の

体問予算の内

出点人書等、
に 制届題

理 改等》にをを平
受 の

許示態さ
善のは届報成

課なの可すをれ

管にも

容りい

にっが認内よて

よてあ可
には防

る足更改かてり

意更届、止

登しし善変

いと見届出届で

記てた

ち
項たき》が等出き

事

めとつ

なた」７

要る帳

示にいの

指

る法題法遅

法要め問き

のあ必人点人滞

変人が

く

認運り要か》はな

更

期がて果

可営、がら、

を改る基

る限、いに

あ
認定善もづ

と

のて善

問基て箇日し改

るを認い意

題知づい月

は、が要可る見

点事き

のを

、原、しまも》

》

２
なす
う底
よ徹

う及可

行可認

を認許
許

し 必びの

た に期、出告
毎る度
も 努限規、す年

る守で事この
の め遵則

を務
、 必の、業と事
は

め事度義処
社 要た知年

状
法 あにに開務理

団 が

しのけ況
人 る検対始づ

見
あ をて日てを

に 。討
す事らるる
っ 要毎かい

際も

のもも未をのる

て

出出うにの

変の届提行

あ

届どをとよ担で

更な

っ法者り

が適さなう当

提をなて人が、

未切せ

対係後

出欠けいに関今

もばもす書、

のくれる

をの

ののなのる類こ

も

な添導審よ

、がら、指

事

のに今あの民知
届あ

。出第に

申多後る届法
届

請大、

書なこ及

よ報及を

の影のび条出
な

理をう告びし

受響
か及なに

態切にれ

らぼ事適条け
定な

可もがを規ば

認す
定で生くすら

決の発欠

成いにが

法則平てでの

た約あ

人と
かし
３の箇た

らて年も８っ

まを

定箇月、月。

、１
款月
更内に、し

変以日た要

認申請成い

のに申平て
た 可請書

認め

要承た

申にを年も

。出務

る届事

あ・の

が
処延

務遅
事が

の理
等処

業３がと

つい
にて

理し

全事
３ も年箇、、

は る

計
人 開以て業

法 の度月
始内の

前に法画

に前人書

年度らび）

翌年か及％

の事出支極

度の届収と

業報は算て

事業等予め

い付を査う

計告行書少

事

の、が書行しな

出り

がこ不態

際ま、類う、

登、提不と足が

、た未

ま不生

記監出足。、発

をなてた備し

簿事とし

法い

本増っい、をな

謄

いも付人よ

等員てる添

所

添てるの書にう

のし

つの示管

付置もに類指

い

まあしもるな
すいの

に、い項こ

でりなの事

要分うつと

必十よにと

上注管てれ

以な所いさ

時をの記い

の意課登て

をい務たが

間払事しる

す期行き理

要、執と、

請対受６の

る限体は事

あるし１あ

がす理月が

た理平に、

っ処、日り
請款

場を成申定

合し
はけ７を変

にな年書の
理認

、れ月受更

北ば
道らの、の

海な日し可

の
ても
いる

行な認平事

二
〇
（
六
〇

書及れ届く

画書わのな

び収いを財

及びて出、

支計も限法

収支る期団

備るの

べたがい不す課

きっは等こ事

きとあて

に執

類又た、にと務

書
変やいよ行

がは。速つ

厳の規変

こを制、の
不

す善にに

は守改則更

と
必努づけ

当るに基お

、

処

政い可成務

該

手こま

条とに２が

続とで年理

にれ４２延

例さ約月遅

）



３

開提要公問ア

平 催出が益目題

成 回期あ法的点設

十 数限る人事》立

三 をに。の業目

年 増つ運の的

十 やい営実の

北 海

平 届報善所、公

改はの

見課導を 出告意管指

業、督す

事事》が監期

計報法事た

業

道 公 報

７

う人のっ表

よ法善な

届区 款あ示い

定が指て

及

改一行。出

をるをる

正方っ

号外第

完ま提を

し事法ににと

が議了た出義

て業人会

団度このす、す務

社年

ばけ

法開れ開る規れづ

とが足た

人始に催こ則

は前対時

号

あた、出

にまり届

人お
が期

て事限の

っ、期等

報遵限

も業

月 すてに施主

二 か見対及な

日

定しる事業

、直すび事

等行導の終

款を指業を

のいに運了

火

正規いにた

改、つ営し

曜

指を善と

を則て改こ

日

務め
す正要よ

導改をに

重も

・・ののに

画告人
事法

算算業要、

予決事
がでが

）営項人

）等運
適あ、 法

切る現 人

行との

にこ行 数
割

わか規 合

れら則 ％

な告

、、い報

しでてび

等所期

会出いの分 総届

受

業期課内

事が管限

を

状団

度を多理社

年限が

始えこ況

開超い

前てと

期が、りも
にいも平）

びしが困平たの

総及応

あ

の終て国難成事で

会

業 議了いやな

画こ

決後な道実年計る

に月及と

でにい等態３
びか

、総状の

財会況予あ

支、

団等に算る日収ら

と改予所

法をあのこに

。決が正算管

人開る議

理す時揚施書課

は催

れ守

人書さ遵

法告守が

及
びてさ

収いれ
。な

）計いい

％支なて

の因

数等要

半書い

で算

すすり

た告し

満報と

に

成

、なも平

かるる、

る

度

、速年

は、７

又どの

改は

書に降

出か以

提や
質を的

性策質

の善実

類

て、に
に検な

）

る管め 法い所定

か課る 人

つよ限

にに期 数
割

いるを 合

て法遵 ％定人守 ）

的対得 法期にし

にする 人

握指う

把るよ 数
割

開る、成

催こ届

団

てに等度財

しと出年

限い期

期つの）

内て限

出人守

届法遵

の、が）

すな計

に対れ合

等にさ

力るい

努

さつ指

事る期げ行にの

要関れれい導

会必にら

、よ

承が連る、てに

の
るるれ事り

認あす。そ
で年総

得のよま業、

を

の

けもな事度会

なにう

か人開始回

れか法業開
後にを

なわは始前数

ば
て

なず特３提２

らら、

て出

状い届

いつ、

なに
る全必

あ、に

にも等

況

書

約出

の提

人な

。法要

す業

よ討事

には

割類

７

アイ

、
は必行

てるを

っ
か、っま幅指

態があの
、監

導ら理たたが導

指

す導総
監見事。

合

る監会 ％こ督等 ）と上の
点

該常み企い理題

ウ問

、等》

法実検に業て事

のめ競今役

人施査努と

のす

し指要

る改も

い・と

て導因）
は

て主善法況て

改アイ
不益、

い事意長人の公

間が断法当

る業見期格

と

い、に箇出回
もで》

く限以るす

の多期月す
る

イウ

、の内内こる

で

）い指は事

を費計て又

くをのる導競業

指除等

、
監）除２も監合内

導

いとの

てと

っ則

ま原

止

っ

い検らあ

ててかが

っ
な討、

督 督て等定

員又以準

基適役款名基
は

でなのは上で

準正
は数定寄

に行以原

、と数附名、
」と

事、つ為内則

理し
役つて規とし

等かいの
に大、

員、、定過て

の上

、合後員

定限名上と理

態妥、そし、の

実る際

い該数

に当文のて当定

がに改る法、

応性書後

の成

て乏よ善法人構

じ

的図及改及

、しるが人

選

導な確らび善び

指く

て主況任

監っなれ自状

基事導い事の等

督た指

の人該
準業をる業把で

るわ用把の法

のあに悪

うの

実公たさ握行人

、

てる努事目

施益っれに

に

る業事なめ業的

す事

の早の合

妥の業ど、費

性合動弊期規致

当割活

発がた

ががを害に模し

いっ出見総事

乏低行が

し容
くもててし支業

し

が基うへ

督にく分の督
準るの

基適）の

準合の１

況善

です規以法で状改

あ、と等

はる模上人は

、あっ事なが

、事はで

益の可るた業っ必

公業

いで

法実能こ。内て要

限ががるあ

人施なと容

と

し要り必、場る

とに

いす平た
てす総要社合

法る成。

人必
に要年

対の
に

平こ日

、る６

しあ月
導す

年指散

９を解

成と

数と以限な事

にしる

度

とみてう

は下上のっの
る、

法のなでいち

、限
のがて限も同

人幅っ下

り設がの

事大おのの一

規す、定あ業

業き

二 模ぎ過がっ界

一

とい。関

、な大なたの

事い（
六 業こ認も係

一

行なで握改

内とめの者

を

運行っどあに善

のを

事公め要

用ったのる努

針いと例益、す

指てこ

業続も

にるにが事継る

人りるのしの

従法よあ
と合指

指に、こ割て

い

す

すい該かが導

導つ当
、人、いる

るて法ら低

、出の
要平が目な必

必

がなる解額拡

なのいく

２又

て５いお散の大

っ

益れの分は

い法公そ等

部

事あ法が指の内

る人

るを未管

業っ人あ導１

行。、の徹満理

をたは
、すな費

っ放で底と経
て削

いす今るっの

て置

もこ、要い減

るる後必

経はれ

のる支で会にさ

費額る済、て

事経出あ
と情公い

業

の法が

付管支さ勢益る

費合て変人、

随理出れ

し的

に、計い化と目

的

、がよて事

行固額るに

が

収資次、りふ業

う定

分営わ営

益産期２、さ

目入越の利し利

を購繰

期

し、長

施がで

実たま
お事

常に、

通人間

た法
よ、動

にて活

査い業

検

て

法にっ

、討行

り検を

人時

）

等され上占

容とら、が

人てもとる

法れる限め

実るが限合

のいの下割

画事のが

が成計的ど要
人る

る年的業法あ

あ９

つ

の取営に。

。度なが

つ

のと法がるに

通組利

よのる人い

、に人あ法

営つ、

たり運。にて

ま

企い企
自の状い当

、そ

、支未業と業

的費収１

め競

す収差満と認と

と

のな合ら合

る益額と競
、

業業合っしれし

事事

っ

続要か

存をな

の間い

つこも

にたた

等し



善社項の

問てっ改事外

るい意団と機

題指いて

》監がる見法さ関

点導

にてお

督、も》人れに

準正がおいい

基補の

北 海

な団

ての適欠機切社

ウ
のに指法

いみ切社員関

改法補お導人

るのな団

人益善人充いをの

法利
にやがにでて行理

道 公 報

理

ても善理にう

改アイ

め導事

いの意民事定指

上意らすの

る等見法の

の理理思れるう

も、》

、事事統る必ち

号外第

事所

法法す以員理の

ウ
導充及属

人改る外指補

と者監手び団

で革この

り待にを督続監体

あを
、っよ監基き事か

号

平はが
成な 、
十理法お
三事人、
年現こ
十

決

の予あけるて

在社の

のた予と定

運算っるこ
のらる

指決。算かす

用

定原要

でを決、必

針定

、とあ

、定は則が

は、

款て場

算の定しる

予款

変会等

び定の総合

及規

つ親図おあ選う事

決が

要の

い睦らけっ任必会

もるが運

てをれるてす

よ事原必あ営

は目る理

積すう等則要るで

、指

あ切

極も指役とが。適

すのてるを

的の導員し

く

不なる選総場欠

にと

はでのも

特る必任会合

多そが、選定の

定お要

要が同

定等は一必要、

員表行があ一

款役代を

。業

のの機うあるの

上
任で要、界

位選関重り
場該関

づ手あな当の

置

者

がき、で法係

け続り

適外るのが

不に対あ人
と態め

確切的こ実占

明

てっ事準ににら
なをに

充

導対てとでつ欠補

指

てをす

監応公しはい員

選社、生る

督す正て、

こを任団定じも

基るさ

と

のと確し法款たの

準

委きし

経と保て人にと

た理任は、

過しすいの

そ。。事規、総

措、る
れ）は定原会

置
中まに、の則に

月数団内

二の法の

日２人
、

１っは

のあ人

分）法

以た

火下。
と互

曜

る、

す助

日

取

算な更での

と済

こ共

い

のにと決扱

等い等議
つ

要か様べに

重も同す
て

項わ重でい

事か、き
法

総ず事り、

はら要あ
に

の理でや人

会、項、
す

決会りを対

議事あむ

数れあ定任款

事に総得

。のべの

のがる款す等

更で扱

のる変き取

者あ

とりに

益と等あい

利こ

様やい

実ら同、つ

のか

重を、

で法にむて

現、

事ず人

なの要得法

は人

かをる
、態項総に

く実

合

議くきら把割

評欠大

の影理しが

員もな、握
の上理

でが響事た、

会

現

事っを定で事

理あ力

。しに款在

等た有数定

ます規の

役、関の数

の

、規を分

をたる定２

員

総なとお
任理定変の

選

法のり会いしい

間でよ

規、選

人間、で内てて

選 には

お該さ

つ、法任に当任

界にるい欠れ

い業人す

をも

は関つこて員た

て
者てと生の

、係いと、

法

期たみ

人以はな任じと

の該て中理な

に外当っ

と、
す監業い途事す

関

る等

い体

て団

っ界

な業

をる

れた

こ当

、に

が」

お会ずる

てわ

えい

超、

て議会切

といの総適

項
れ行決以な

さ
問益オ寄
用さ

る株題指現が運附

、らでれ

。式点導金得

対

保督建れあた

の》監

て

の応あ以し

そにで会
ウ

界た、の適

業じり外
れ況の

きあ平さ状間

イ

導９て、協

会るる指成

のう監年い現議

計よ。

て会はすを

し事等更１

る、切よえ

いは適る超
る

はにる善計益す

改ア
理人よ

、不が意公処法

》法の会う

原可、見益

る事界るに及。
則欠こ

い監と

抜を関がおび」

任者欠て事し

本選係、

施

いもと会実

アイウ

的

処導に

指、の公き計指

法、理監必

導適が益は

間

も中

るる

いゆ
監切あ

の
及》

を務点

導財題

指問

合

有基物るる場

うび
行

で）法とを

で準等方こ
行明き

善はをでが除

改

営

要公きうら、

を、除
法元産な利

す益、財か
管合業

も人本の場企

る

限株

、回理にの

のはが

在を

則で用る式

原収運

る 処、督

とびう

理法基月こ及行

に人準

ら後ど

つのの日か今な

計過閣、のし

い会経の

業、

、処措議指事て

て

に定監の法

法理置決導

に

が実関の督運人

人の

か準内対

公態す日基営

法常運らが容す

益をる

保基導

となの人確計指

定準財の準す

し固水の

定必

、資を務たにる

て

えびにめ要

一産超及め

あ

業得る会公るが

事取

の法外る

年費も計益例

に合が処人を。

度のの

理会除 お計
人つ基、

け額法に計き

督なっ人併に督要
るの

準程

基会た会せ適基な

総をで度

準計。計て切

は理準括欠はと

で処基

もいる

、をで表く、す

う、作のわこ

財行はを

るに

及こ収成がゆと

務

予るっ内な

びと支すあ

て

計な算こた部っ

会と

要計
必会

にっ書と。留

を
切

。適
るに
あ理
が処

保

ときで。の

の
も
く
欠

を

て可る及有

しるあ）
っ

当性合財行

、能場び

該が団

人く開人は

法高公法て

健か場おら

の、市にな

な、通てい

全つをいな

営るる基と

運なじ、こ

すを指

人に用３示等る

握針以基的導

会把指年

に速

基しに内準確を

計

い新超把や

準、おにを

に

従体てたえ握か

に具

基い、か

っ的、なてし

適効部準る指つ

て、内

人改一

正果留に法導統

にに合に善的

に的保適

準こ

理指関すつにに

処

あい 事

たは決会

業％ってがの
さ基

、度。、定計

費程

てを

理下益れ準

管以公
る用

及あ人い適

費で法
の、

当こしもし

びると
あ計

法がので会

該とて

保お
がま全る処

人望健

いいびなにり

つて及に
支てい運

てる収っつ、
は指

、、計いて用

はが
則業書が、針

原企算る
はこ益は

と会等、公で
業内

て基、れ事、

し計
益に別作の部

公準特を
計し切保

法よ会成適留

人り

二
二
（
六
二

必くー財な

にべポ本と

ないフとて

要高ト産っ

産用リてる

資運ォしい

てすう

す導するい関行

るもうはる必

るするよ

管が

と必のに、所要

こ

、示務課あ

が要は指財

つとの

実しかこ理

でが

切ら正

すと適か適

施い

会公期

事てな、を

るし

つ水

会処をてかの
業い

基しけな継準

計理設い
いな的し

準ててい続と

従るるどなて

にい

）
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監

平 補補事査対経関

成 助助業の象済係

十 金金の実部部人

三 交交普施局、調

年 付付及概支査

十 申後、要庁対

北 海

１２

補指

監北監北図金
を助

た交助定

査海査海るの

主にめ付制申

の道の道

象業眼お、事度請

対企

等あ審

事立け北務のの

業地る海

道 公 報

１
第

公、要て査

改り必し監

あ適概

意益相がもの

善

北 》人のる切要

見法応
、会め処海 は社たな

号外第

えせて料

問て備さっ資

導きてるいの

情題指置

公》監、置こる情

報点

との公

開督原きとも報

準とこなの開

で基則、

改

号

意式す

、善株底

が改徹
要

人》保必

法見をる

６
つしが

に有

月 請の広商象

二 の報報工企

日

査、動働等

審告活労業

極課

交業積光

、事は観

付管

火 決理的

定等に後

曜

務適り支

事は取志

日

り査
はにまは

等切組庁

進様企つ方、

促多道に
立て運定

条な業い、決
は務

に業地、用事

例産

づ立進の適等

基の促次
例をな適

く地条点切は
のに

助促に主も切

補を

業しづにと行

事進基眼

的、理道

の、く検なわ

任報努業 極責情に企 積
有開る地 にを公め立 的
て係と進 特しにこ促 不
数る書例 多いる。条 定

整づ 者との基 のこ類に

っ、が

補 利ら備く のか

はてらて資で

善でしれ

のな

要、、にい料き

を

般いが一い

す公一つる

態

も法のて、部状

る益

覧部作の

の人閲閲大が
さの

、にの分成も

は覧
務す求法れが

業供請の
あ及いっ

及るが人てあ

る。

ている

いてあ

びこ

し

業対

企に

利人

営法

、

導

関指

に、

立は

設て

の

労

切わて工

適行れ商

わ

いか課

行てる働

にれい
。び

てか及

れる。）

わ

働
労
工

。商

か樽

る小

い

助してて

執本補証っれ
るる

に経事たいい

行道

。

いのがかか

つ済業。

道れ
とさ
展設

て発創。

機、
用が
雇る
のい
民て

務い事 の業つ助 益、に

執 をび指の 現及て業 実
にるに 的務す行 目財導

て るすとい す関とつ と

所

利報、

営情に

非るも

い。

財とっびなた

のを

と

にま場管こ

務、た所
よ

す、ににに

関た合課
、

資管、いり

る所はお
導

をに則、指

料課原て
督

たいし報監

主おと情
準

事も、開基

るてて公

株基

て督

っ監

務同この

し、

有い

保従

をに

式準

のつ

もに

る等

い分

て処

所
務
事

がい

海増助

北はア

又

区 道設成投

分１

会こ

お行容額

にを内資

含・や

１

大補
拡ら
のれ

こ補

のら

の助

進、こめ飼

補事

展北のた料
業紙登助業

な海条企、

工改の・録事の

ど道例

です庁

人開官

法公管

、

遇そ

特げ条た優

あると
」の措の

北色工例。こ

道挙構が条置後

海が業

はの企

にげ造昭例等、

従

所じれ体に

おらの和

た

備料閲はっ

に資を制

２
第

えを覧整

平監平実監問ま査

訪監
、象

成査成施査調た対

方対査 対

あて

年象年法象を補補

。を

た導

っ指
期

成だい施

平たて実
し

しる

年、も間先 けうを端 る者基技

多に準対術

様対と産

なしす

象

業

の北成

業、助

産てる

業 立海
を企号

地道１

種

立パ工業概
進立６

促業

振で地ル場の要

社業正

重要

経興は促プを概

会

従を製点は

済指、進、

の

勢等来図材的次

情針

たの誘と

のにのる等に

化っ造め製致お

変沿製

業るで

にて業、造すり

平心空、こあ

伴、中航

状業
て成の機産とる

っ

、 けれ高

業を海

るる度年工況の

こを制振踏外

業。化に

え出

別の図定興ま進

種
のたりを
と全ど

企め、昭柱、な

し国産

業エ製和

数レ造

製も活

はク業年、で業

ロ比海造ト動

、トの北

助助
設ニ重道業ッの

建

年度部実
し象業

月度か局施対事
概

ら平対た企の

からに
実等要

平成し。業

成

年地に

をケ

７ま査ン

年度監ア

す調

で施ト

ま実ー

月で

で

か成ま

度平の

ら
にた

成度し

平年と
、
では

まて
度い

年つ。

促）

す地号

助成
補平

に

た進
る

資 助投

め条

額 、例

の 成 一に
定基

％ 額

基き
のづ

限二 準補度億三 を助額円

満を（
六 た行同

三 すう通一

修支し

企９施改業と。
対

立度か関援て

業年策
全製業ー象

地にら連サ
国ス種

め面造、ビ業

を

拡

る正の際業を

ぐ改業
行興流ほ大

環を振物の
連、今

もっに関かし

境

に

化いび業研日

変て結

を条にプグ
しるつ、究

ー

のス上例係クロ

業ク

８企スバ

比工げ第るラ

がなこ号業のル

重業る

立遇や

高どと、の優化

工目下地措経

く加を以

製組的促置済

、

をしソ

造立に旧進との

業型条

る制ト

の工北例図てフ

の道とた定化

比業海」

し

も施

と実

とを

る査

重

業
企

象
対

助
補。

、た

に
等

金
の年
交
付月
決

た補
けで

受在
を現

定日
交
等の
業金

企助

） 算企 工も

限業 場の

度の 等で

額工 のあ

場

て。く食開至

設。
新る

た辺品型て

き周料発っ

と業飲工る

こ産、のい

企いめさ・
かも料業。

ー

低ェ業う、れサ

がウ

）府いビ

いイ立。他て

いを促さ県るス

とト地

う上進れの。化

付

て
し
出

抽
を

社

決
了

完
が

定 社
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増は 補監３

は又億

道

対 実万度

設増 査 助千年
と補

伴に 象 績円別

に設
っ実

企っ しな助

い伴 と

北 海

企

助
アイ

業

手定定定成

成指指指助

立 続申申申手地

き請請請続

画
計

時場の

道 公 報

イ

区 雇

分７

増
用

上施上 を表設表 基

号外第

製・基産自

２３４５６

際端造石盤業然

国先

号

平
成
十
三航 研 年空 究 十

い

が増 平て績

業て た

指

る

投加 成
資し
した 年。 定

平
額者 ら

金用 か
た雇 度

数
土は 成
地 受

の 年
得 ま人 取 度

→

れ

期所流

申
定

↓ 指

工工請↑ 事場

→ 着等

工 手の事 の所着↓

在手

日地→

前を工

か所

完↓ 事

ら管

成

のの

準対１６

と号号

す

象ら試

かの

る

５験 助

号研 成

業ま究

で施 ７の設 号種工 ）

物技業工的支科

び
及
場

流術品技援学

産ーの

関産舗等術サ系

業材び業ビ試

連業装及
料武ス験
究

外、器業研
設 業 貨メ造施 ９ 国セ製
、除に にトを種 物ン業

） ）材）る る骨く限 限

機 開

月発登改

二型録修

日

業
工
械業

機場連

の工関

・ 火

薬
医

曜

工
品

日業

費 でと

理

お ま 助て 含 補っ は のな

業交 。 企、 い 象り な 対

れ 約 はさ は 数付 ）
た 検

補 社 査

着す

で億助

→ 手る

操 後支

↓ 業 庁開 日始

ま→ で

金
助

↓ 補
→

算
決

業
企

助
成円円

万万

円

度億

限２
人人 額１１

通

き

額

資

投投投投

円限－

億算

ののの

額額額額

資資資

の
８
％％％％

３３１

同験

円円円円

億億億億

き
つ
に

－業施
企究
一研

・円 、金

交新は 、

付設新約

又設

区 勝路室

合成 十釧根助
分

請↑

申
付

交

走振高

空上留宗網胆日

知川萌谷

額
度

島山志

域地石渡檜後 地
補区

別域狩

試つ
のに
等設

）了 成成成合注 平平平

平し

円
億

庁庁計別

支支支 区
度
年

実
助
補 庁

績 ８９３

社社社社

庁庁庁

支支支支支支支

庁庁庁庁

９６ －－－

社社社社

庁庁庁庁 助分

支支支支
５

象
対 績

実

企－

投
数
業社社社

資

い 度度度計成て 年年年

度も
年る
のの

実を
助で

社社社社補ま
は載

績掲
、し
平た
成。

資
投

数
業

企
象
対

分

人人人人

－ －－

－－－

人人人人

金
額－

用
雇

－ 者
数

人人人

補

年
月

日
現
在

の
金
助

補

人人人人で
交

者
用

雇
額

金
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平 共回創雇福推情

成 事る出用祉進勢
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年 縮、けを境会化

十 減厳た改リ資を

北 海
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ク長月待を

助近や遂れるた
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と本
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報る海情
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設革通ど新・しに

施

道 公 報

３１
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１２結度》
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成

助１

月 のし実善サ本条

二 動い施しイの例

日

ル備反

き状方てク整に

が」く関な映

な況針い

にせ

、続をこ連どさ

ど
急い策とな

火

のり時

激て定とど取、

なおしし

曜

規むに

経り、、新組代

済、新成

日

長と応

変道た長成こ即
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動にな性
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業はの道長やるる

業野祉近

種じい産分福
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のめわ

振境用

直する構業環雇

技規に興リ情

しる新造
変ジイを

術成もビサ勢
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新分化ョクみ
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かてのい改方

や野がン

らいる善、
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６る企意運
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）の企掲て
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ではる

き掲数あ

書再業
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投
数社

３ 業
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資
金
額

野した

にお雇の分とし
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伴い用高
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ては場産おい策

っ

拡分るとす

完、を業け

こ

失成大野新こる

全平
しにしろ 業

産あが

率年て着いでと

、目 が

の、要

全月本し業り必

平の、育こで

国に道て

」関と
均５厳情成れあ

拓

報業れを連、

情産現
どお定ど銀

化なて策な
、新営

ののりし、経

等

綻

展し道本た破

進新、
産おに産以

、いに道な
い分の
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あ

融

はがはて野金
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環出、今の
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通設事
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業に海扱立とセ
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助討同分

種るこ補検十
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に助と情

りと要通業るのま

よ成
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操雇否信と必事え
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助海りしお道
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道 公 報

あい善
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事、すで助しと》
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成情
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ど準象立が。る

す域促一費行

のと地地

助効

地るの進の補政

立

定補の金果

条助設費も

つ

がにに助でのに

件成

にる複い

異係つ金あ重

っ地てつこ交て

なるい

貢検地
て域、いと付関

。当献討が

及長方とに

業野接た度す低

び分密

事必し

種産にっやる迷

振携は業要て

に業連て

ある

い興さ、目がい

つ

るにのるこ

てビせ単的

や

、ョこ対達。と

はジ
」を業度厳

産ンと象成

を両て

界や基種をし

業

事うべ合事い

対のいす

の。

道業道き算業る

し
緊予のた併

費ののもし
あしに

よ急算でと給

に

る

補等行るて係

る性執
十針、、取
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海該い

の分か北当扱

金
っ

複まみ道補を

重踏ら

で成た

とでてイ業ま平
。

の、いク構

併北るル造に
善海度

給海事関改北年

企と施事道に

調道業係
の業助

業し設業企補

整
立て
備材地の

地、整製立金
進付

進境へ工促交

促環
例活助等条決
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月連度度

二企

日

促業業

地企企

立１９

業
進

火費
補

曜助
金

日

てかに係 円円 実千千 の

る定幌はらつ部

い設札

当て等

現と市、、い課

関取海該はと

状のの北

個分

を係扱道条、十

等

を業へ々な

考にい企例

議

しい検立のの協

慮お

促合業・

、て討地統事

資合る進整の検

投整す

に急を

額性必条理緊討

・本の検い
をを要例
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な勢

団人てをる情

係万
等雇効るどが
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基
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績
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準
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に等工と械

付に程場該

縮た
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も針よ毎小、

と方る分
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工

指条ら内て

め査いア
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況な討補金い

乏
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平平平 結

し区成成成 果
で％い

造

工ラ部率れ構
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の）る善
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定定内次条日たと
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れ設
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定
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補
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に
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す
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判
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た
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て疑

にび産。
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６４５ 通１件件件件 知
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区指指例受ま

ま種事見
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でま

れ補
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書でた助

す近判通請著

のがをあ。対

る年断知

こ

号外第

こたを専先業後旧

産最
協例

れめ特門端等に条

術立議の
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基補す員
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準助
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と
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要命事
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問な加定場る

疑

ケ

あ、想知成ン

がどが
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る産定ま又

に関がか

構れに操ト

。

が催係すなら
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在

増申困るるい現

る付

場門とま

設請難工専こ

の係な等委かで

前にと
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はた

数検るの設会れ

者
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合と指
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適
請
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とにな定

準
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るって
さ

お該、載
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い工増

経

場増う業
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出
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が
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る数術

成成合比 平平

以
な内

年年おに

度度計率

のな

雇象前か

事出
、届

数て用、

者し雇く

用と

成 区平
度 分年

－－－－－

度度度度度

知振志知走

空胆後空網

式式式式式

株株株株株

社社社社社

会会会会会

－－－－ に及度度度度

び
地石上網網

株株 セ
ー域狩川走走 パ

ト助式式式式 ン補株株

社社社社 以事会会会会

の者 上業

なの外認

定 が指 更
変名

るら変と申

がが承交す
のとな更な請

なあ認付
請決きいがる書

くる申

指書定はと生なが

、。

、出

定のが、さじど提

て場工さ

前提ああれた

まかい合場れ

に出るら

のい

っでじるや等て

あ

計、用計な

てのめが雇

工に画工増画い

も間

業す

件件件者る ％

指と
がこ

８定と

％ 件件件

前れ
のさ
にて ５３

工い

％ 件件件

等が
場る
の、

件件件工工 ％

件

事
工日

件 着
手日

７ 届

件 日

件 工日

二
七
（
六
七

生申 じ請 て投 い資 る額
助

補 例
事

申
請
投
資
額

基重例

事、変場をに事

該承の準要が

完当更等

変っ

及工認新となあ

成

請又る更た

び場申設す
生

業の書は助が。

操等
設提設のじ

開新を増成
た定い

か又出の指て

始

増てめをる

らはし
知投けも

日設、の受に

に完
事事

以に

３３着成

％ 件件件

しび
手及

た操 ４

場業

％ 件件件

は始
合開
、に

件件件当係 ％

指届
該る

３９定出

事

６
件 完
成日

届

件 日

件

業
操日

６ 開

）

減増増減増

％％％％％

単
位増
減減増増増

：％％％％

いか

内係事資てか

）
円

届計承がたわ

にるの額
もら 出画認
受ーが、

すををパのず

る変

％ 件件

日つ
のに
かい ８３

らて

％ 件件件

は
日、

件

始日

届

件 日



定つ業

却ど特に産

イウ

産て設でい構

移資し増

検の

増評、にきて造

転

正う証討変

設価厳伴る

に額

北 海

つで平の務

間にみ公ア

設定いはか補徹を

の指

をう

定のて審つ助底行

正象図こ

に審、査適対

係困な施ると

つ査関が

いに
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ま出工事善指

提がる改

たし事例意定

、て完が見申

っ期 度計、成あ》請 年

変事やた間 －画知後

号外第

年

度度度度

度年年年年年

び－－－－－

及度

号

イ

平
成雇

十用 年 三度増
年－を
十

る等

伴がに雇拠す化

基

査者類必に

うあ審用書

転場をの要よ

移る

働あ業

直合行算労がり

指こに者る種

前、う定
簿分

減定と当名。区

の

判

償請っやの

価申。た

が

資のは金断

却書て賃

規難審設と。
産添、台

も

検た程な査等と

て当

例務審に

討っに事事の

るはづにに査、

すて基

めお定

必、くつ努に決

助査てるい書

要補審い

はに

あ対のはこて等

が

底事。、経

る象徹、と
者設及

設を業施過

。施

設 勝更の操。の 十

、図

始に 株生認開定

が承業
ない 会る受後つ 式じを
けのは

合などて 社場け
の

変助

画ば画補

計れ計、

後度

設更ら更制

新変な

島知

地石渡空渡空

承な

補株株有株株

域狩島知

会会会会

助式式限式式

者
業社社社社社

事会

設設 定新新新増増 指
名

胆

請
申設設設

月振準

二と

日

の 社成 会助 式る 株す

火指
定

曜

受
を

日け
た

確書定等難

の付指帳困

にと請を事

認類申）な

いてに付に

おし時添例

は産いせ応

て資おさ対

増帳、なて

、台てるし

移を設、く

設等増どい

時加ののめ

転追前そた

種とら用認

業るかのび

地も加を根

、と追途定

、、料確等

域に資的拠

資定提把明

投指のにを

、請をすす

額申出握記

用及めなな

雇書求るる

等添な、、

増びるどど

申と提原

認いにの
戻

書れさに

人請さ出点

のてれ

提い、り

にが後工 以出る事、 人

手

い計認着

つ、承事 上

更態の

は変形後

て画の

雇

人あ承と指

５、

増人人人人人 用
対

以以以以

象人人人人人

助
補

件上上上上上

条以

８ 申５７５

後

人人人人人 請

、
補
助

象
対
の

外
と
な
っ
た
例
事

減せ用認こ

にさ雇確、

償なが法ら

価る者方れ

、書こる

ぞが適が請い

来に北ののな

れ工本期

助等、遂海提たど

補場

そ適

金の道行道出めの

審な

要書しの正

の付ど

３
等の、査事

件類て

助題補投係以

補問に日

承扱金点助資る後

更取

助、

認い交》金額補に

申

ら認な定
申方付交を

書い期

じ請て請

か申っ

め

計るな較あの

す比アイ
用な

画とお対投ら雇減

額じ増ど

変と、比資か

増
用
雇

更も工を

こま手備

明務把る着整

事すとたにに

性処工握

向等着る。、係つ

の理
上の手た事るい

減
％

を申

種用定

業活指

の効

がで企部、事

審検請

の

付業補き業数指例

交操

事見

申又助る立及定が

促提業受

請は金よ地び

をす進出者け

書事等う

提を交べ条期から

を業

提た

出開付て例限られ

基ど出。

し始す告にな

た事しづ、さ

てしる示

にる

う日務、く特れ

行

申付基金当
この又又補

企

書に請申準の該

請法

書す付業

をつの請と交

出て査のるのの

提い審

成請算

さ検、提助申決

す付期にはが

せ討交出

工了

ほる決限係、終

る
、要事補場し

か必定る

等金のい

指が務助等て

承に事行にめをの
定あ

十基理 認、完う

とか

申次成な％分準由

上説すら

請の及ど以な

操ての明る補

の点びし

扱留業変変を助助

取に

の対

い意開更更行成の

生て指象

にす始内がっ

係をずお定外

つるに容

てとる確るくをと

いこ

取て
、。届認場こ受な

工の者扱検

等迅、め業

す

図化事重がい討

を速

な定同る

るに完要指と

点け、届の様必

観向成

に当が

かた操出前に要

務開あ工該あ

ら事業で

定。

準改始り事指る

標
を届指成の

的善の、完

査討書
処図出定及日

な
か

い必理

つる受

にすの
る定

専あ指

もがら

て要
にで

会ま

員知

委。通

門

助

と属はは助定補

おの

知にら金

とす事通金め

れ年にすつれ交

さる業

ても申

、度つべいた付

はてこはの請

そ又いき

な尚

補そはと、はが

の

補さ示い早

助の、と告

あ

の年助れ又。で

金翌
に業い通っ

交度事ては

の操な
は限者る知た

付
場

取。つ交業い

のるに

に

げての開合

下い付を
並たっ

補請しあ

や申始
、

交に以は

金び日て

助
申用決

付雇後
工了

のを該終

請増当算

た

指出し合とけっ
辞基

指取者事

定を、の。た
うに

業理定扱の例

事受

にた業にちつ

者し事い
へい指て

対と者つ、い
を、

るはのて定は

すき

時速切、受指

適、適は
指定た事

、やな指け定

びか

切に導事後業

適か

期こつ業操ら

理るに事

間とい者業

は対始以

を。てに開日

指るたの

め、すし内

定

事度合出

な定制場届

る

者周届す

し業ののと

ど

事とにな

、の知出る

て

る間

け期
定業指つど

指

には

象て

対い

議つ

協に

え行

加、

二る政

八

ど営

な運

（
六、の

八

よ、

、らがとにり

専公

定て助ろる遅

指れ補こ
業あ付し

事い事で交延

場後
者。をる申て

業る

どすのに

なと等）

退準
のれ

そ助成そ

、る完、

、か

な指を業に者
の成

導内うに雇ら

指定行者
とし者画

を容こ対用計

い、

底の。て数変

徹と

は係

査執のて関

審の導

工定

係状底、規

に行徹

事を図事の

る況を

）

のと

会保

員確

委の

門正

有透



の助

平 対適通知通通実

成 象切算事算算績

十 外か限の限限を

三 とど度指度度確

年 さう額定がの認

十 れかのを定確し

北 海

て等と後決

めせ拠アイ
資

れ書が補とに定投

ら

い行額

て面不助さおを

のててっ及

お審明金れ

がと交いそてび

り査確

、

道 公 報

な書査補条

含ケら文検

トておに実助例

めーれ

規

低調い、よ施金、

最

の審則

３査る実り日の

検査前査等

日の。地検

間結

号外第

補て用の特

比どし雇等

様助助い者規に

較、補

外

た式金金るの模道

し

況よ企

場を交交が状に

申実なり業

合別付付、

、様申

号

額

助助れ資

補補そ投
で

付に基

交交れを

金金ぞ

申申申準

付

月 た判確受め認、

二 根断認けらに指

日

こてい通

拠したれつ定
はに

審たといて知

やが
経もあ。、お

査いのる

火

がが事定て

過のる指い

曜

定っ者審そ

決あ業の、

日

等。交を旨

書たに査の

る用

補行な付るのい雇

、件事増

助わっはが要

い知雇を例の

金れて、

交いる事用満が算

のて

っは

付る事の増たあ定

基たた、

決が例指をし

あを準と。対

定、が定

部

当部っ受とし象

に一

たる、分

たにたけすて

に
てい者助補と

っお。

時にびお

程果査日日及

はお実、通交い

度にの

さ決、

拘い施場知付て

も当、れ定補

束てに所
査い対

れ、た検て助

さ

施

実査て員る象

る検っ

程、び例設

態日は及事
査あ業

あの事検が、

に

に請請地ど差等
る短務

場

載すに書検を異の

記

係あ合

項る係受査関は

後、書るは

目必る理は

性地、建類も、

の然実

地

くは検補物のの実

多

本、検

が認査助、原の

ら象築等概査

共め対構

１た

でれと物にねの

通

め

あずな、よ

す

請請請と
る、っ機り

投こ助

の、るる

書はす
さ雇

額とと

式資と成

書
と交を

準、増

基れ用

を

を

助決と

るの準

す付基

る本知

明すう通

に付行
ほ

れ助がる

さ補庁す

記

額申、

いの定か

て金指
や

た、書談

いは請相

な

者理定

、該受指

め当を

てに成助対
査のし申

審

指交外

、、対の金象

は

分

務査、定付部

事審し

容号受請に

処内各を申
てを分

要のにけ書区

理

て

に備げい受し

領不掲

審区いし行

基やるな理
業補れ

く査分事、わ

づ
種

地過応者助て

実経に

や理項た、

こ縮処事っ

領を域

な検要等。地

と

基知投

、内に通、

ど査

きる額

助のづす資

補容

検と雇

象素、こ、

対簡

日さ増

業な査と用

企化

２て要

にののれの

等ど

道

こ申た械確２来
対要

びす間し

と請工及認日

、続等装るのて

や手場

め査応

提きに置た検対

煩き工、日す

出が赴、

が事

期雑、具新程る

時

地器又必例

がな実、設

多

時の検具は要も

同も

び設なく

期に査及増と

あっ行備さっ、

でなを

成

雇そ助

ともる

成定す
にぞ

をれれ

増ぞそ

用れ
すが補

と理の

準処れ

基

付

成れ交

助さ金

るな助

内助後の

の補た請

がて

が額補付

容金に受

投較効補もと

比非なこ

的金にし

資し率助のと

金い

を場なのつ、

額た

査算行、のる

検、じが
こ定付、

と出う指交が

併根

改よい

善補うを 年
及度度意助、検 度年年

交海す び－－見金北討

が間る等

す望週い件

》

せに、定

ア寄前がが

る
ン

成成合比 平平

度
ま区

年年た分

度度計率

てう品れて移

予超
、を

る日

こいこ並たい動

る

とに場。を

とるとび工

な。

平
成 区 期は

補補間まあ

年 助助をたる

度 分

の交し補、

金金要、が

を

様。書

別る請

、い申
管業

口し他口

窓は窓

式
る、のに

あし内務

でか

務地て査

基合事実い検
、程

と記処検は日

準、
る項とに補の

す載理査
っい金縮

助目なお助短
付ど

と多てて交な

成の
用がる本申、

雇くい、
と、書正

増共こ来請厳

胆胆

基でか原のな

を通

申補必 域振振付道る 地

式書金が 補株株請助要
交る 事会会の等あ 助式

時規 者出付。 業社社提

交つ準 平平にに
期則 名

付いじ 成成

てて 年年 申

２４７算え

件件件措た ％

が年
置翌
な度

％ 件件件

れ交
さに
て付 ４

い及

％ 件件件

い支
なび

８の出

件件に決 ％

１ 交付て助決

件 １ 付申い対定月

定書事企知

決請る象通

通を例業が

月件 ２

理多にい

知受が等遅

しく対こ

３ てなすと

月件

らてア資

かっるで

５ 補いン金

件 ４ 助るケ計月

実が

支管助障

各他補支

おおをじ

にに績生

庁内
しと

てて握こ

いい把る

当実い懸

、助てが

も補
たれ

支のいさ

該績な念

出査

準あら本提検

庁あ

すな書認時事

とる、確
改要当を

るど式をに務
書害

成別正す該阻

助、
れ式つも類し

そ様にる

ぞにいののな

二 れすての写い

九

討ちの度

のる検うし程

補必（
六 助然す、添の

九

３ 請は交

金性る書付範

月事申 月月 年、付 １
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申を ７７ 定に限 年年 決
月請通 月月 年

書知
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％ 件件

ず事
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助が

１３交件
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月件 ５

定のが

決査障
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月件

ま訪と
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２ で問の
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１ 表よあ８

業適
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管るめる
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助かな
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導
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績相言
請え

る申行

す定が

認指
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な

）
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交は必面を囲
付の

申めが査務で
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書ずる可け効

請らあが

な 処がる

を、。能る率

提 理出ど
る扱

れ取 数さの 日日 日

％ 件

理
受

を
し
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年
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とば。

のれる
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９ り少

月

て受こ

しをい
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相数

、
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合



補年にで

はな査３事ま
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当さ施等金、告提

充と

なと

のれ直のの各し出

付のけな

事て前状交年

実いま況
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助題補補保

て図補問境

たた金点助助全

、まる

福
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補
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金会、付のの
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平窓容報補の
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正

投くか口易等助公

し

定交の

資はつ業とを金

をる期付確

額対適務な

外に担よ的申保

及象正

び

号外第

ど確事り取

等なの査ア

助つの保務指、扱

補に

画に

金い補のを定計い

う受変つ

のて助観行を

交かこけ更い

審、金点

査関

号

的査

平なな日

成検お２
十査、週
三体実間
年制地前
十

をるでを当れっ

に検の

工ない

証が未受該ばて

補出た場らる

す、提け

い例

書助の者等な事

る

例、係とが

類金事はに

っ

写途が当るさあ

の使

補業てた

し報あ該操れ

添書た助等い。

を告っ
１の状が

付が。金のる

告受等

決度年報を生
し

施

事超独、けの

定を度
たの業者設

務え立事た

理、又

迅補原管は、

の

こ

化金に等当は

速助則
交いつ補れ

にの従に該

て金の

け付、い助ら

向

請と
事び正を施

た及適

、支書透

雇と審当うに

する補庁の明

用さ査す

のたる支助に受性

増れ

か向

算根こ庁実配理の

等すら上

定拠との績信

審務のる補等

にや。事

金図

る査処情な助を

係

のが、交る

対の理報ど

点

部過迅検情付観

象経

とて承て
分を速索報決

申、。い認検

に係付ら

す

た程請審な申討

当規

経者書る

っに書査い請

はづび過にを必

て基及

し出が

、く関、対提要

査書出てさあ

補審係算

る。

対の類根補せる

助
底み等金な

象徹の拠助

設をでををど

施
月つ査通

二い日知

日

す

討の底

検等徹

て程を

る業る

す事

火

要へと

必者こ

曜

あ通
がの。

日

操

て年交況、

。に
る知

状

速上の、業

、以付を
報

か提定れ況

やも決そ
書

知さあれ告

に出がぞ
行

にてた算が

事れっ決
監

告なの了政

報い日終
の

なもす２査

しい属後

に

務支に工設
けのる月

る

善決務等係

改出事場
地

図に理係敷

を定処に
あ

こいす生で

るつをる
土

。、こ、る

とてる産

な、に

正。業地

適と事

での定か

算験当

予試充

対定及き共のら

と決化

化知標

象書びる有通、

に業スにま準

外等事シ

のな

分お者テ努で的

部

対のる期処

のいにムめ

期

査明す導こ間理

審て

や。つ間

に記る入とに
定

いる切本いを

つす適

と助がはめ

てこな庁て

定付方

、図は決交の

は

に

種と断書す法

業る判
も困にこよ

、とが等る

記は指

域に難明とり

地

事

投実事す条定

、、な
検になに業

資地例る例

し触と

、査つど抵者

額

て

用確ててすし

雇でい

、
は

て
い

つ

増認は、る

実

め
定
に
領
要
理
処
務
事

直

ば行以内施

れや年以

ら監、知前

な政降に

返

合善補に操の

改正金
等

見金当状還

意助充業

究た

の研し

計》使さ況

平 るさ
を環き

行、と

執
業て成成成 事れ区平平

、る
退た分年年年 撤い

対し・理行な

、と言管
導る運し

象、指す政ど
製

補成こあ表企は

若公

とに品

助のとるなの業

し、おつ需

金返はとお

規質て企りい要

返還実

正れ認

等し、適恐承

還

る

要内観ながす

のた客
還償継改か

件容性審あ

倒た額却当続正ら

るし

お一

産補は資該をに、

還待い定

な助、産返期

検
地
実
る

ど金補の

等金又

業助、

操補し
止

て告問

途れ報の

ののは

告い書題

報
書るのが

る

提な出じ

社のか提生

確いめ

にのつた

出どに

つ
い認て、

てをは事

、す、業

事るそ者

た象 っ対 あ
で。度度度

企

知
、数 め業社社社 た

補 事
が

助 や

金 む
を

は減

の定的定業でての

地る倒少

対ににめ立あ

難い促が産と

象つ困て

なてでな進、に販

とい

る価

るはあい条休よ売

に廃廃格

の、り。例・

投助初基止止の

は補、

たあ落

資金期づしで下

査資補２りが

額検投く

て期
基後の助事、市

を

定て、間

、の助評規し

の額はい企を

知全金価

が若算に、た業経

事部

にい

やし定、旧が等な

例短対で

むくの補条、

象金に期し撤

をは対助

な部とのお間、退

得一

定た

いのな算いで一し

は操期場

と返っ定ての

工用、業間合

認還たに

をし

止付止

休交廃
めを

にたき

止けと

廃受た

・

害

補、災

うが、

伴者は
はる

取又よ

の業に

助操

業このに

消

者と操対

す況指

対状る

に。業す
っ徹

指よを

社るに導

２

徹はす

をて底

導
底補る

し助こ

、のと

当取。

額 得

社 廃 認１１ ・ と休 い
な

合
場数 る止 め社

に補
助 該
当金 す

構

準に軽金業平場
る額

造

とお減交者成

すけと付の
ち度変

るるし実う年の

用のに、に化

助雇て績

助い

で状補占平補と

成

金う

あ況助め成

りを金る
度交業

、将の事年を企

に格休に付の

雇来性業

た期

増わを廃補し予

用

い相のにに
をた逸止助

ず等た当廃わつ

る命場

て

のるが助額止たい

も

例操の

をこ操成の事る

を資が業返

除と業率投

での乗がみの還

きが等

定

補き休じなら継規

、

るをを

助る止てされ続

た長た求設

のと又得れ

て廃額期めめけ

取しは

こ

消お止とに、るる

り

し事操
しりしさわ平必

続

補開継

はをの

又業業
日難

返た困

金しが

助始
のかな

還

三取ら場

〇

い年や

扱３合

（
七以企

〇内業

該り

助し

補消

金や

適助

が補 ％

し位

と単

比 て：

企せ
理

処）率％％ 、円

す状を業ぬ

基っ脱の金

由

と管る況交に事

準て

、しいに

す理もは付つ

助るで次たてよ

るすの

がと

又、たれた成要と

操年あし

は補直てる９

のる業のるた

既助前い

交の減。等条こが

に金
付返価の例と、

）

をに
等化
業悪

操営
に経

休よ



実ま定と

訪を制充一こ

問推度

平 等進をさた程に

成 はす利せ、度よ

十 もる用る補浸り

三 と北でな助透、

年 よ海きど制しよ

十 り道る、度てり

北 海

場をはた要
善後

及大ま複企望改今

等寄意、

びきた雑業も

補あかせ見補

得く、で

先回助りらら》助

意上

、て度

、っ制、はれ制

同た度手

道 公 報

供活しみ

ホもを提及を

、道、動かる

現ーに、

、ペ当外さがしと

在ム

補地

道ー該企ら行、、

はれ助元

がジ補業にわ

金対企て対市

行の助に

っ開

号外第

を等つ例断

５

基れ

事問地考にとにさ

すっづる

業題域慮対な

のるるてく。

の点間す

る助

及企とアい補

普》
広誘企ケと事

、業、ン

号

拡も、

操のてて

会いし
、

のをめ例

等大求条

業
止るべ規

休図る

月 、企よよのい効

二 企業うり周る果

日

に考で

業誘、積知と的

推度的つえ実

誘致制極

れ性

の進周ないら効

致
基会知広て

火

、があ

本議及報はるの

的等び活

曜

ン補広

活と手動ア、る

動一続に

日

ー制媒

を層きつケ助報

結に続制いの
行の等い

。報

者果つき度る広

業
なて法周活

等とい方の
ど及を

らっはな知動

か

開

情いパ詳び展

のて、
。フま続す

報るン細手

レできる

が

ッは等に

と等介関た

％ト紹に当

企村

て設がし業い象町

致。業及

いな交て誘る

のさ、に等び

るど付は

対係

助ほれ道係に関

補

企事相す者

事かた外る

に

に必業務談る等

業、

職やンよ

係要等所会ア

広応対員セケる

るにに

ナト報

報じしにミー情

報致業ー答業

活、てよ

地調た、

活競立トえは
業道

にの件査企本

動争

い化のおがの

つ激数に

企 てや延い

業 企びて

のあ、に致

業はは％誘

外り該及動

海ま当も活

等

・とき則

進期補ぶに

条で関

止うのの

廃いも
程

うのる規

伴例あ係

に
か、整

助的めの

補目た
つ

消判用に

取ら雇備

の

ト度体

又すをい

し断増

携関検調のの

う連にて

報用

町をす討査情活

市

説る結入や

村深るすの

法

国る明必果手手

やめ

がか路な

内と会要等経

のも相あらのど

外とや

市況つ

企に談る、状に

の事等町をい

業、会。
開や分も

本業の村十て

れるて

、でさすっ
道者

い明、

海介て説は

北紹
いやの

庁さな会道

道は
と談ー

関てこ相ホ

のれ
らのペ

者るか会ム

係い
補催ジ

らの、開ー

かも
対に活

情、助等の

のの

動市はるー調が
報そ

は町、企の査

、村ア業開に

なる、

広担フ訪催よ％

者ーやど当グ

報当タ問

補ー

や会フ企、該ル

誌

ロ立々助プ

パ議ォ業様

連

フでー地な制関

ン等

力会の会

レのと協機度

ト知て員を情社

ッ周し

助現お

等をのにと報や

がをて

なで金状い

出待
場え要

、な工考重

どき
のと役

近現等るな

最い
出北を

企に進、割

の状
決道っ

誘るを海担

業あ
し業い

を、定企て

致が

る基て

り助た立る

取補

す

助、と討

補と準検

は
期助必

返定るる

金一す
あ

つににが

に間成要

還
るて。

てたしる

いわ対

民の還

道用返

、雇も

は

内業握討

へが催企把検
るる

誘易容等すす

の容

ラム

化石プゴ

致にをに

の象つ用

工製ス製

学油

内といや

の

容なて企

飲衣木パ出

％等っの業
・

際料料服材ル版

国食

よら入支
物品・・・プ

配う業るえ手店

の行企

普路工

布と訪情て経、

２１
第

、と問報

調対
業

）結工造

合注査象製

地も

計の等種

１２果場

進と

く象因促の

巻対要

助
補

境業一条判

環企の
成成成 成金補平平平 平
の助

の

４付度年年年 年交年

つと

用に象

雇続対

の継
あの

が査

要調

必

１
第

機

製

業品チ品 。施 北 る実

製品

炭製業

石ク造

・ッ

１６１

業
造業

製造

品製

たそ木・印

社社社社

３

・

関造ばの製紙刷

流製

の製紙同

連業こ他品・
工連

庫飼繊造加関

倉・

製業

製製品産

業料維業

１２

業
造業

業製造

造品

５１６ ２

調概の

社社社社社社社

金に要

助査要概

補
交対

額答
定回

決る
付す 社

の企
：：

位数
単業 件

千

日け対 １受
月を度度度

象 かた
等

平業業 ら企社社社 企
補 成

助 年

件件件 社件

を数

対 月
象投

立
業
企法 道方 海

と資 日

情

く
づ
基
に

例
条
進
促

地

他ト処

型のフ報

金そソ

ー

部基ェサ

同のウ理

・
・技ス

品的業ビ

分盤ア

三 付術業一 属産（ 品業七 製一

の業鉄

一電輸精そ工非

機用機他用金

般気送密

ラ素

械械機械のプ属

機

器具造ス形

器器械器製

製

製製具製業チ材

具具
業造業ク造

造造製造ッ
製

品

業製業

業

円

件社
回
率

答

件

）
％

ま
にて準 で件件件 し基

以雇

、
下用 北
海

お 企と準 道件件件 の基

地調助 立り補 業
査金 促を交 進実付 条

果
結

査
調

る
係

に
金

助
補

造

要
概

の

） 造

社社社社

２１４２

業

２２３１１

業

６
社社社社社社社

施決 例
く

づ
基。 にた額 」し定



３
補

決決重どそ制助市

助補
度村

定定要ちの度制町

と活を及

すすなら他の

るる要

上際件も後用何び

北 海

等

原工現冷市住そ場
工

、他の

材業有涼場宅の

水設低教進

料用施、性

確の・湿育出

の

道 公 報

２
地在用市人北原

在現
現

、道料

に地地町材海材

工価の労の及

工にの村

等場格助働助び

場

号外第

社地工合 出会現現そ 進

一人等他 態の法場 形の

工をの

号

平鉄金 成属 十製 鋼

三業品 年製 十

知係

でのでい日状で関

な知っ者

、要はえ、況

最因な

かの

ものいいっ複た等
問

要つな回訪

重一た数

関な等決

）
り

）あ
ど答

候生時

保連気の定

保確
立境け

が環お

業活に

企

成製

割
役

の
金

助
補

地る

広及の、品

を等、成力

送

地進さび確優輸

立の
たを意措の

し出熱保遇

し
由定

理決置便

設増

あ
答

回由
数理

複た

ててび

しし及

と立築

場
出出転

進進移計

９２

造

本親

社社社社社

月業 二
日

火

曜

社社

１４

日

機試５

社社社社社社

））））

％％％％％％

６４２８

））

社社社社社社社

）））

％％％％％％％

））））

り
）社社社社社

）））））

％％％％％ 地地

在在

所所

の社

社会

外外

道道

：：

械験

内内

道道

、、

社社

設

業施

計究

設研

の

支そ地特検確必そ

実

書書他

庁の検に査認要

か他査意の

庁

普早大よ助支市支

補
分請か村か

変く申庁町

通い早

工定短特よ定大遅

指指
分知遅い

場申にく通変

６

建請い問

社社

場

市得既そ助工工工

補
進進建

町意にの制場場

社社

１１

村先進他度

類

会関広

連庁の

関道道

実な程がの

らの見日類
縮く絡

電施し短多連

の

簡間な

連況・時が

話状

間

よ化か時

に略がく

絡

る
か

望か

希るが

るをか

のの係の

いか書ら関ら

出前、書

な提事者文

ら

に

期明業知

時説同通

い

るのる

何よ等よ

をに者

かのい

か
た
っ報

知情

で

な期

工間はら時

設期題

工
着定
の設いい

事のな

の工

の、出を出出設
後

企つ計決事

広同のいの

着

、者業知画定の

報業
ののた工

イ等等っ時時

ネ
ー報報

タ情情か前

ン

等イ

や者、

社係報
ト
ッ

の業ー

等企タ

店のン

支

６２９

ト

報問ッ

情訪ネ

７４
社社社社社社社

）））
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社社社社社社社
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社社社社社社
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７
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％％％％％％％
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％％％

三
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七
二
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定うは

平 監補し監監。、

成 助 査、査査）

十 金 の所対のの団

三 の 方管象対概体

年 額 法す補象要の

十 がる助とに

北 海

３
補査対総育実平な

監教

、

助の象務庁施成お

事実部部期

総１査

業施局、間年監

効要合月は

の概

道 公 報

２

補団

監道る行証

いに検
た助助体

査が補わし補

金て。金事の

の、助れ

己

眼益にい交業自

主公
いか事執財

上つる付の

の

号外第

監監公

１１
第

団

早大よのの的

査査共

い早分要象体

変く概対

らに

いか等

号

遅い通

金変
助大遅普

補
決

付い
交

月 監金しつ事

二 査てい業

日 対選てに

部し別し 円象定は対 万
以局た表
の億 上に で火 対団と

あ
っ万 し体お

曜

、と 地及で て円 実名り

日

原

っ 査補り 人な 監びあ

部７と

の画ら則

果企か
平

は環まて

証、月し

検
分生成

十境で

で活

係

か保に

る、度

あ部年

必て、務行源

福る

。健

た適適保

要、まはは確
に適

あ助補正正は

が補
と交事行行切

る金助に

がれれ行

し付業わわに
いれ

、務成ててわ

て事
共適をるるて

公が果い

げ。。る

的正上かかい

的る

い共す

な公対

団に

対付

に交

等金

体助

団補

金い

助つ

補に

る務

す事

及助、 件

期
時

の
知

通
定

る 書成 がい び金平 費て

補

。 面以

よ度 対
に下年 助

付 な
調共交 に
る公に 象

行体た て
を団し っ
査的

た補助 る
っ等補 い

対

、を

部の

祉も

。助金

。

農た

、し

部と

済象

経

体行てか

林
産
水
、
部
政

運てか

のれる

等わい。

つ

やかに

費るど

営いな
事、

費助て

業補い

事、
て執点

しのの

対業次

に

１１交て

事

社社社付
務
に

て

）））い

％％％つ

０９
社社社

）））

％％％

計
と合 を

」の 体

金額 団

イ

選い
ら会 の体すが社 道団挙

及
部
務

助にな的 行補で ののの １道道体道 表

び

主

交行を

団行行財行

の

扱ア

て正に

し適眼

付が

る

を団すつ

年 。団い有に

月 と補行体るい

８ ）体
に助う補程て

にん要

２

区金こ助度、

領 る予のあで補公

すり

金的
に も算措りい助共

公。交団
お の補置、る

あにあ共付体
い で助で

助さ

監補補付
交

２１
第

象交はる

対金金れ

査助

済 の金団い経 政 事付、

事 進交補の的 推の体も
の 奨に金つ情 上付助に
遷 すし支て変 励関のい
伴 きは目、に べて出は

、 務次を体い 事、的団

政

は事成助団 又の達補

密 補のに力に 体政政政

な 金替に弱接 助代特が

補又接場関 の区的密い

有 率補関を 助はな合係

す事

性有る

的をす

完係

及補

日

強事又

のる務

質

つとのび助

付 分にと金

象

局 れいさ額当対

け さ

てつ団事

総 ててれに該

る、いい体業

第 いは
。交るてのの

、政容 総
付がは財内 号

よ 部
決公補力に 務
の、

の的対考り 長
定共助を

的の等
て

適団象慮表 、

。いが団基に
、 るつる

人等付
体 て、体準交

団

費助れ
助 、件補さ

補 は
補の人と 年が金る

金 毎
対ち費業 交助う件事 度

対補 を象、を費 付

助 行と

金 うな年象

や補

の根律算

務の法予
大
をに

例」

要条助

概拠

が
付る
交れ

にさ
拠別

根

の補 事項し金体

れ、
さ

の付金

留も交助 業にた

出

るび打支

す及をの

意
期る的

と定切目

こ一ち

と

三 さ間もが

三

て助とわ

れ補の失

（
七 定いしすれ

三

事又事

い務は

るてるた

事で

は業

又事 分務は業

４３２３

団
、
つ

か

業、

るの 出
正体事す１ 副

補

長
を補等こと 納
化等業

金道とり 通
図助がとお

れめ 。
たにのさ定 知
る

が
、い政てら ）
めつ行

は運りて 定
団てのおれ

具る ら
補こ営、い め

体
、
金し協体。 れ

助うに

上し

必る以と

交た力的

要場
性合継た

あはし助共 がに続補公

か長交に団 る、て金的

う間さい等

ど期付つ体

が続ては助

か継れて補

断てる毎」

判しい、金

共
る公

さ交も年は

」補
助等

補体
律団
法的

のず
度い

年は
毎金

と助
算も
予れ

）

実つ

のに

その

。も。も 分分分分分

がて

績い 額

３２１１ 助ののののの

内内内内 率以以以以以

準しは の
付基をに 次

内 な関補 う
準は、、 よ

基
和取。を率

昭い係助 な

るさがのれ

れ付の度こ

年る数算該

単れ半予に

限況及成す

度状に編当 づに
基助

に補
置算

措予
き属
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い号ら基同同

アイ
たを事の

は 団、れま準

体総て

に体

北 か務い、大業団

のに複に

海 ら部る別幅

道 の長給

北 海

表団
役 勤

常数体

体団 ２
役

道 公 報

３１
第
申

人監く明

込監公問除に
確

）査共題

をの的点件査
象に

行結団》費対人さ

い果体補

い欠 、及等助

交び補の団ずけ

号外第

交」お付の

則て交込

３
補

、定引

せ助付とり予誘

続う補額）

補る金手い

の付は。助及し

助も交

当

象との、）金び、

対
団す手北に交補

号

平は助

成、補金
十団助を
三体対交
年補象付
十

要通与１上数対

助団し

、

員 請知基人回のし

職

金助補

の に）準にる補

超し額を助

再 応でを対

てめえての行目

就 じ定

が

に 道てたは報っ的

職

がい同

関 職い金、酬て

を助支る一

す 員る額補

取 当、補対給で

る がが
助象さあ 扱 該
要 団人対外れる

対
に数 員人 員

す年

る間

報報

円 額

千 酬酬

人

改助取体れる

助
補数人

道の

の善金扱のもも

付

が

決意のいう

あ

定見在がち

り明、
）っ 契方確
な体対。

約にで団にた
報

承いいにし

のつ

諾て

該
定常支

決のが

の人酬

担金団

体る続海基付助

対補き当交体

に。道づ
う局申、

し助行部付は
にれ

会等こは請こ

、金

そ付とあ必ら

費交と、
るかな誘

の規なら要の

のがじ書引

他則
道補な件

収昭、め類条

入和

月金体な

二をがい

日

す

し対と

付助の

交補も

い事る

な象

火

の等
も業。

曜

す完
とを

日

体の象でてに

。す
る遂

たか

」 のう経はいも

領
役ち費あ
しがわ

昭 職１とる。か

とにて、ら

和 員人
し助領、 年 し対補要ず

定数 月 再て金に複 ５ て
就はが
こ付ら補 日 職、交めの

て金 け るのされ助 付 す
場要れ

対金 象
経

助
補数人

人２
円

額千 費
対
象金

外

員れ

が役さ

）勤給

千 経

るりる

れおい

わがて

行

の

とかこ

と道、

こ、が
遣報

。派員

るの役

なら

費助どを

職酬

に

助的つ諾

つ年補目に承
てう

て海金、いの

い北

適規交助補え

、道の補
は象対補

正則付対助、

公経象助

な第

確

上、体交

保号法費団金
通申

図以の補に付

を。

よ、約率知請

る下契助

に
合
場
い
な
が

み
込

見
る

合領ていが 人 は
て
っ
あ

た給付 第 のでいる交 事
取定
め。与さ 扱

事経をし

実と等た額

ア
さ算業費そか

績補と精

告事れ書実、れし

報助

円 費額
指決目助

の取助のの補

接助令定的指

旨扱間補

めて補金書のを令

定っ

員の

るい助交に際達書

２
をい
人扱
１取

同な助題補公

改的補問

意件一執金点助共

善人

交団

見費団行交》金的

うと、

》の体の付

さ助約約

努交解補契契

イウ

さ規れ金申の

め付

りて

おい助て残い

金い

、。団にた団の一

りた

体
団
、

団体係。体部つ

援

て支

れア
補

補ぞ、

も体業

る団事

い

事書助れ事

書業て、績

完り業に対記業

のがお

績

載了、精は象載実

記

費る書

がしそ算実経す

のしなこの

十たの書施

き、添たどと記

分と際

か

なは交付補をと載

で

事っら

い、付が助、な

則要業業ては

交規必事

成に

規のとの精い具

付

必る条付に
るの

要も件担間付すこ

補れたよ

がのが当接さ

さ局助ためう

あが付部

がっれが事条にな

るあ

要件

、たて団業件必条

に同なを

定。い体者と

がい間対一条付

めなに
、条をて

な接しの件し

付体
ま助助件付い

い補

扱複点続要等

取に観手
らつ等助

い数かに綱補
適を

明補、いが金

をの

接

に金合切間

確助統て

助

る交をな補

すを化で

すと

うす討金

よ付検い

るの分の

討こるし

検る

に事事と事

体の
の成体に

お業業助団業
人っ

てを運事のな

い費

つ象管費件て

一対営業

にの、る

のに理」費い

部業の

業補要一事も

事

対

な金るを費に

に助す

がの

のの」
っ及人対を

部

た開の

っ究り

あ研残
業体
事団

援と
支分

。発

内算る体

一件
の人
」の

第用れ容書。的

則運さ
方てをにな

る補人業

条針い、は事

費容

基、。助件内

にで

管分

きな等、が

づ少金
費ら

実と算理か

、く精
どい

報事になな

績も書

すな

書実補項も

告業は

、がの付るい

ま金成を
定なとの

交含決さこも
であ

先れをけがが

付ま

団補るばきっ

のるすれ
合らと。

体助場なるた

はいれ

おをになさ

に金
こない

て付、」て

い交

と必て
接るのどる

間す

す

必つが付

るに要交

す
、。場

がてるる

要いあ

、

のは

。務に

る事合

あ

し

補綱

や要

化付

素交

簡

費に象２

てび件象対
につ

い

の

る補及

の金事助補補

も助び補

費が金金

にが務金助助
交交

し付を交がが

対交

つれ象さ付付

２さ対付
、れれ

のてにれささ

助り補てて

補お

を、
部費

金、助助おい

等
に費

象務
対事

金象
助対

補を

三がに

四

付補
交

（
七さ助

四

事ごが

を績助目の

れ金

ににっ

出、業とあ

提書

し算。

る助要精た

す補

助補、

補場補、が

こ金

の金体

金に金助団

助合
付付の

し、交交へ

とは のい

業お

事に

助等
て補

がこ金成りた

率そ

効て

２交業団

交のが事、。

のさ」に

さつ付費体

付
て補れのお

れ

）

交
、が

発て
開れ
究さ

研付



アイ

平 支しをな

成 部支て求か道

十 へ部いめっで

三 のでなてたは

年 実のいい。、

十 績事なな補

北 海

各算部
予支

と成の

体作体

団を全 団

支決業

もし事 体団団団

道 公 報

３
体題支補あ表

原団問で
事。

との点部助る３

則

助

て部の業補

し支》へ

科執付一対

節で交の

号外第

公件事適よ

改定条にに

付る共を業合る

善交め

業

見要べ的付実す事

意

書かの

》綱き団す績る

あ等き等ど実

等で体べ

は

号

件た

ま算人っ

精かあ

イ

も

人は等

、に費。

た書
件こ

月 確業どか助

二 認終支っ事

日

十後の。終

が了出た業

で本訳た後

分、内ま了

な部が、、

火

は確業績

いで明事実

曜

認さ告告

確に報報

日

算内

たてに等

のれ書書

行を

はを容 名体体体部

助かて握

補部っ把

本

対らいし

象のるて

経交。い

以し。

金かい

費付しな

に本 ち外、 う

し続を経

目行手部象

支

い適部の

とてが支費

ご
補で執体

記る切で団

に
事いし部

す助な行支

載

額

うにい行

よ業て執

る
施

すて体

導い団

指つる

あ、か内

、る補ではう
が

助金る補を容

補。助

の中事認具

金の。助確

択間のよ的

採に業し体

準補果と分

基接成うに

び金補るる

及助がすか

査含金類う

審が助書よ

象

管の対

、ら助

費れ補
まっ

、をな

費費に

理経
なてる

費めい

務とて

事
どの

補理
が管に

事類

精なる書

めいよの

をの内み

書も業の

算い
確補

しあのは

徴が容で

る支も事

い、認助

てり
に成

、の分の

が部十業

独部

額算行果

金決

自は 部

の支 執

が補
源に 額財部 行

あ助 備

を 考部部部り金 支支支

に
事る
です
独付
単交
、

で団

き３

べは

業

り千

。あ

るで位

あ体単

に

３
表
は
額
行
執）

、円

事

準れ付あ、

基ま交で
精

な場決こ業

とるのる
書

もにのか算

る合定と
支

で、容、の

のは内ら
欄

る助び業出

あ補及事
は

と令れ績に

こ指こ実

事

らに付に事

か書に書

し」

象と費

対」業

助費
あ載て

で記し

費てと

経

載

もい記

にて括

るし一
事い

わ、て

かりし

かた

出

かもれ支

し書わや

ら

載出い内

記提て

間公を体善

補接金団改
見

事助接共交の意

助補

団）来》

業金補的付本

び、
及り
画た
計当

の助

各容内しで補間

内業み

補

績団、容かあ助接

実

た額助

確体成をしっ金

り
お
と
の

認は果概、

）団いをし

わ者て等付

団るに体る作て

交７ゆ

る

手体間交がも成い

付

しは業
続に接付間のし

条助容

適接た補内

、間

４

に助件金を

切補

き接題

め指る支べ間問

ど執で補点

事導事か部

べ終う行あ助》

業す業

業る

画き了か分る金

計

業ほが

事のの

、費も

ず

が

の支意体

容は善団
改

に事

者 否に》道

適部見

対果を等交業

に効金体
の助しあ

しが道補付で
い機

万分関金てる

２十
に与を

上団財る関

が体源と誌

すろ発 か
っにとこの 円

等 ５
い付るが行 ら

て交
とて接団に 万

るし間１

少の

が、や括間。が金

出に補額１

十間支的接

体

で補経把助で団

分接

し業果当

な助費握事効
り

をどて者がた

い金な
記た対分の

交がいに十

るは均

し載。すと平

付

地い助

事れ現言補

たさ

がお補し接をた団

業た

でが

適い助て補除上体

をと交あ

切てをい助く

っ。行し付っ

で、行る

。

い共てうてすた

な公
団り合、必

的お場もる

等合は特が

体、に不要

間多る

補計、定あ

助

後にの。の

金事接数が

容行

、あはつ内執

書で
算。本てをに

予る、い

をかそ証い

書部、検つ

と

しのぞる

徴られすて

金支も

支助のと

て補れ

の
事支か、

のが部に

部

こ事

断て助

判し補

を対
いう支

なよを

きの業

で

い

め地お

認現に

とな部

充 円

きを執

と査て

た調

言る助あて と
はい補体

難を、れ う
い金りら い

。種のい 額
い同そて 少

補 付

道接。 交

の間た を

の

三 関助 し

五

団の い

与金 て

（
七 体一 る

五

査い額

が実調難金

部 団

後告行約

了報をは

終績
に書っ

るで

間徴い円

、をて万

助おはる

補てのあ

接し

が 事り

のに

者こ業中

業、事、

助ど交

を業補な、

かれ

業も要

源１事の付

財で

者の綱

と億
し

がに等 て

単つを

でてめ 円 第一い定 万 、
者あはな を 三

っ、い に
助体りらま

補団たあま

精要

業部ら必

金、か間

をの書応

容計算に

内会
業現

握で事て

把中、じ

上か告調

た切報地

し適
び実

補効及を

でつ書査

をに算す

金的決施

助率

場

現てる

、っす

は行行

。、

査いは

調な合

地い

の

とれ

こぞ

うれ

行そ

を
て部

し支

と

）

り

直当 あ

が、 も

道は 体 うは
間助与
補関 、

接該

助り２く

補よち多

らに

の接

業の業間

事そ事の

の事

交接くめ補

を間ごじ接

す助定付金

付補特交助

い業れ綱交

る事さ要を

提う

付行をよ

交執書る

よてさ導

るれ出指

すさ あ

るら

いか

、

ういせす 部じ

本か

、ら

が



体体体

団団団団団団団

体体体体

北 海

減４団 人用に表

法運幅

本額し財体 基入少

の収
産、い法名 財はて団

道 公 報

５

財補体こ、

要団問団来

の点団助のう基

が体題

財

る自》法対自し本

あ

団性視産

。己人象主た

源基体、点の

財の

号外第

少理道要自

べに整必の

のい額縮のが己

間てつ

源

補間ての小関あ財

接

団。に

助接適間す与る

補方体特よ

事補宜接る

業助行

号

補お

平間助く

成接率よ
十補なう
三助ど指
年事補導
十業助す

び利状の

及金る人
財

本低に本７

基の況基

。及

産等る産基

財下あ

収り基

用よび本

運に
入ほ本財

表ん産産

はと財

４ど運

自律ら用

に本が自か運
る入

い産己性見収

つ財

賄

用源高とで

て運財を

れ

入充る財わ

収のめ、
べ

減にか法る

が実上団
も

しめもにき

少努ら人

り

い補然いの

て、当つ

間、賄

者事う助向にに

に検接機う

に業よ金で

つ指つ討補関か

対にう

又

るい導いす助誌、

す

を発は

現てすてる金の

、う交行団

地実べはよ

すで補指付等体

調施き

管

をるあ助導すの所

査

場体部

実のる先する団

団き合の局

施は。のべ

すと
月者すべ

二がるき

日

。

定たる

特当あ

不にで

数て
多っ

火

も基
のの

曜

な的
の本

日

に事
どな

のの用

平
りで

お体入７

と団収

で
度

本 、年

基 り７７ あ成

財 平

産 成の単

運位運
用 年用：

収 度収千

あ

る助のてで

入 の入円

でそが

へと、る

金こは
査

存る事監

依あの、

の

象

少動対

を活の

度。業
るる

しすあ

く要で

なに

も体で、本が

い財７

て

事接

にかのあそ来直

る

政。必業補

はく財るの
つ金

応間状要に助

相、
経補、にいを

の接況性

業いは付

費助事つて交
原る

か額のて、す

がの
る大果慎則よ

かの効は

どにし改

こきな重とう

はい
てつ

いに
つ項

とな

象か
対ら
助あ
補、

、て
助等
補綱
、要
業め
事じ

注補補

な金金

と助助

割っ依額

基額、

産大
財り）７ 本よ％

団

と、財

こはの

く源つ

、
は本

討、す

かもを検て善
団

必

、な案す団る

らの勘

表

で体っ
、

すどしる体

、

り会た。５

あでまた

象定
対で

平収平社

、費

、
費て
経め

法法で

団団の

社社も
き

算

合て存の 団団 人人あ

に 体体はなが定

」い度

収も大お

総い増

入のしい

をてて

委除い、

料。助

託くる補

収）対

入に象

及占経

体体体体

団団団団団団

体体 体体体

名
体団団団団団

体体

割

７

合

法

成入成団

が
にの

度少度等

年減年人

、い、費

はては会

にし
７収

成。費入

平る会収

はる

費 に団

度が会 年入

収の監

費そ、

会、が

の

象

減活対

が業の

入事査
する

て要あ

しにで

少動
い
るる

びめ費

財の

特るか

別比ら

計で体

会率団

等あの

でる収

助を

補。入

対差

象し
た
い

引

割
合

／７

会総収 べの

比体

やの：

数入位入 員収単
千 会

）

数超％

口を、

員％円

源社
なる

少い

減て

のえ

との
則等
原人

、法
は団

構収
て費

し会

三成入

六

の推
員の

（
七会移

六

どと

金
助
補

を
額

残

費は
団か

８な

りは

よろ

にこ

）

うお
賄と
での

入５
収表

べり



に果業査助原

平 係やの対事事則

成 る必見象業業廃

十 実要直補評」止

三 績性し助価なの

年 な、を金にど視

十 ど事適のおを点

北 海

６
る助題特補

に増す補問

に助よ事点定助

、加補

業

業努対う業》事事

事

状効にの

にめ象なの業

るよ費況果つ効

係る経

道 公 報

改助入

善財金の社

／注

意団に増団 ）

見法依加法 国

》人存に人 の
要にす努等

綱おるめに

号外第

表区７ ６

分度度

年年

体
団

補象

の助経

号

た
しし。

と加た

額増っ

もに
ると

いこ
て

月 を業切うい特で

二 的コにちて定検

日 は事討 確ス行

特と行

にトう件、業が

どとつに位わ

把なこに

すをがい置れ

握

火 づた る検大て

こ証切事年けと

曜

上民ろ

としで業以、こ

になあ評

日

長・あ

よがる価の間で

うのをのい果
りら。が

、な

費指見改検て的

経

しすに廃執

に導直善証

を

いべにるつ止行

つす

要てき図

てきよ必いで
た

益あ経がなる

受でる
。のる理め

者る費あい

分減のは

応削。由に

の
のや説、

にいのるお

おてはよい いはやうて て、む指は 国現を導、 及状得す会 び

でなべ費 道

はいきの が

自状で引

額
全

己況あ上

負財にるげ

担源は。も

すのあ含 る

対費 自
己

自負 負

担 担

己額 額
の団補 推－ 助 移金

額
補充

体

当 助割
金合

のの
そ道

、、
でり

のよ
造が

構額
の金

定助
算補

行期市る

団し
、加

上増

道社うわ継町が

、、こ

事と特

が会しれ続村、

済観。業の定

実経たた
や割業

す情点」役事

施
このら分に

る勢か
平／の当

と変、１担該
勢る

妥に成２情す

の動

を 当対
性応年超変

費収明補
、し度え化件

分交

負の十金

用入が助

求をな担

を加で付

担増

こ、局

るり部

め図い当
て

ど負い

なのお

と道に

みるめ
よの、

に担

こでがた とは、会 と団賛費 さ

体助収 れ

の会入 て

事員の い
る業制増

事実度加

業施の策

等は導を は難入検 除しな討 いくどす た

補象
助経
対費
自負
担
己額

団補

－ 単助

位金
額

体 千

補充

担
入負

収の
の道

体、

円

大
た増
しが
少み
減の

が

に

対る
助い
補て
、し
り

補は高踏つ

事たにるを
補えて

の助、率まい

業 収が助

りみ補

、

効事監 の加業

入増事

事事善補に事の

改切業

うの績 業業意助行業実

る

》交必検や コ対見金

、に 。
が

補収も

のりと

道よと

の分８区事事 体十表

全
解は事のの 理で業業

当 、助割 ％

金合 ）

特定助業の 特補事業
事

の
象も

業価果 事事評効

、由表

は理
があ
費が
経

の７

要証効 ス象 続明事

継説

あ十等

担がが果 ト等付
。に適 削適部る分を

当
おきに 済にで切 減切局
てよ握

いる把 み

、、べ

はうす

効必

削改業助で

事補き

性 得か評分果要 がな業

。お顕道 れたに

らっ価
主理 とるの 」け著民 る
価な解 評
さ評評

れ価

が 定業

あ大 も内

たの価

効行 以 区のが

事のれ著 の果わ顕 事外

現 業 分把たに 業

握

数数十業て 件件が事れ

は価」 事と評る

分をい

いのと 業

が十評

」が業

え項評 数

分価

な事

、はの

件で後
向

した方

直っの

見か業

件
６
が性

」。

三
七
（
七
七

予余価象る 減善評対あ

旨か あ趣体 定地の団。

をら り

、報

え績

４９ま実

踏の

方余助書 減更補告 削変

方 の容の

業ど 策地事な

内程の が等る
度理

ど
な容解 件

８

と及

な
るれ象 い件現対 て

っび

な目価
、いの が数て者

い別さ 継

にれ

６５との 見るも
見た 続

し、が 直

補

止交事 １２金、 廃助件

、

当必
担の
付業 て

っ
な

と
件

１
が

」
止

廃
る
い

）

見よ 討りのに 検あ

適事

を助

３０し補

直り

果い解 効な理

局性
部要

握
把
の００

等

お
にが

そ
、
の

の
も

、
て民
い道

の
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部
活

生
境

環

北北北
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部
画

企
合

総

千北

号外第

部 局
部務 管

所総

北北

号

）
表

別
平
成
十
三
年
十

年社

少寿

青長

道道

海海 海

団

会財

協興

成振

育会

通ミ

洋交コ

平道道

太海

究推テ

研全ニ

域安ュ

地

協

タ員動

ン委運

セ進ィ

学

舞科

歯道

島海

会

ー会

術

者技

住業

居産

島・

諸

道道

海海

団
財

興

盟振

連

体会等

協高

外立

団海私
会
学

名奨
校

学

月
二
日

火

曜

日

境境健健健

環環保保保

活活祉祉祉

生生福福福

少青児明街

部部部部部

の年環い匠

年少童るの

張行づ寿伝

主非境長の

会止り会館

大防く社習

境境境境

総環環環環環

活活

企生生生生生

合境

部部部部部部

画活活活

通民源少

北北交道資青

サ育

平道安運リ年

太海

地通啓推イ成

洋交全動

特事ル進

域安発進ク推

合

総総総総総総総

研全

務務務企企企企

合合合

部部部部部部

画画画画

域究

千北北財科地研

部

領法技結開

島方方団学

コ

舞土土人術集発

歯領

海興共ー

諸隣隣北振型

居地地道事同デ

島接接

務務務 付
補交総総総総

私

部部部部 金局
部 助務

リ高高

海ハ立立

北サ私

補外北学学

海ン等等

道

成
平

会道等等

協海校校

催別進く業

開特推づ事

事

事進

策業推

費対事り

民業

究推別業道事

業

業

員事動

ン委策運

セ進対

業営

事運業

ー会業事

タ

ネ

住域域科業研ィ

業
事

興興・事ー

者振振学究

事業機

盟等等産業ト

連

術強

業業業技能

事事

財業

護ャ興事

援キ振化

隊学

）ン科

業バ団

事ラ

業会徒徒

事人生生

派技

事

進援学学

推支奨奨 助
事業業業業

事事事

費

費除 業局免

務還

事返

体
団
的
共
公
度
年

名

）

）

要
概
の
金
助
補
等

９３９

及

定定び ／／／

定 以以以 額額

４ ９

定定定 ／／／

額

興

事振

遣術

以以以 額額

業

）事

業
５５９

定定定定 ／／／

額額 額額以

補開年

５ 助始度
補

定定 ／／

助額

内内内 額 以以 額

内内内 内内内

以以

補
率内内

助
対
象
経
費

補

三
八
（
七
八

助
金
額

）

円
：
位

単
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海
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部
済

経
北海

号外第

北北

号

部
祉

福
健

保

海道

北

月 道農二 農業日

育推

手善

い改

担造

業構

火

セ協

成進

曜

タ会

ン議

日

道職

海道

議
会

業
農

道

ー

協発

業開

産力

品能

食業 食貿

道道

海海

会会

議協 会興

協振

生産

衛物

品易

究
研

題
問

者
齢

高
道

海

会

部部

政政政

農農農

会
協

円道農

農海域

就北地

部

確

推担盤

化業基

滑農業

政政

経経農農農農

進い

部部部部部部

済済政政

業墾業海

民民農未農北

営農

職職法地経道

間間

能能育係基業

業業人関

総査強議

力力成調盤会

済済

経経経農経経

開開

部部部部部部

済済済政

能業プ

食食食フ技職流

産加ド検能ラ

品品品ー

開）

業業工シ定力ザ

産

興質テ験発

振振品ス試

経経総

対対・ム実推

興

部

祉
福済済済務

健
保経

シ

食貿国貿ロ

部部部部

極

衛の取取ア

品易内易

地

強興促促東

生振引引

保

対び事事域

化及進進

祉祉

福福福

健健健

保保

海

国第北

部部部

祉
際

者

者道齢

齢全高

高回道

育支

事手立

記ル問

年シ

業

タ事

ン進

セ推

成援

業 動

発発合等化活

業
事
ー

進援助進促

促促支補促

業策事

事事事事対進

進

事業

業業業

進

営
運
館
会
練
訓
能
技業

事生携事者

策策衛連施

理化習

業業管強業講

事

事環

進循業

促・事
開

業力

事能

進業

業推職

事産報

策道業業情

推
発

事

路営

販運

の点

業品拠

ー研

念バ題

業
事
大業

拡

事運

展会

品協

業作究

事

業
事

業営

９７７

／／
／ ／ 定以

）
業
事

内内 額以以 以

７ ５

／以
内
及定定 以／／／

内額

験
経
者
進

、以以以 び額

交

９

定定定定 ／／

額額額以額以

６

／

／／

以 定定定

以 内 額額額以

定定 ／

額額

びび

及及 内内 以

三
九
（
七
九

内内内 定
／額

内内

び

内 及内 内
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週
火
・
金
曜
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育計

１２ 教注
道道

海海 庁北北

セ

学ミ 北ン北科コ

第 号

林
産

水

平務 成部 十
三
年北 十

日
発
行

産ニ 道ー道・ュ 海タ海

技ィ 船涯業テ 漁生

術運 海学

興協 防協体振動 難習団

は、 水団は ・財会 止会

海

合に 済統合 救、統 難
月道 二水 日

会
産

火

曜

日

（
購
読
料

、 産産より 水水教によ
平成 務務、平 林林育り

部部庁成
年
７月 難難会年４ 水水社

１日 難難育月１ 救救教

から 動動動日か 活活活

促促促

林

産産産産

水水水水

ら

部部部
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